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◦定住自立圏構想 首長懇談会

1,776人が駆ける
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梨マラソン大会当日は晴天に恵まれ、
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8 まちのわだい

11 まちのわだい
ひかわボタニカルマーケット

12 氷川町・八代市・芦北町定住自立圏構想 

14 保育園入園申込み

15 氷川町健康づくり大会

16 人権啓発イベント情報

17 町民文芸

18 文化財つれづれ/八火図書館だより

19 立神峡だより

20 くらしの情報

26 伝言板／ひとのうごき

27 １１月カレンダー

28 ひかわっ子写真館／まちのホットライン

　
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
を
駆
け
抜
け
る

氷
川
町

　
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
９
月
23
日
の
秋
分
の
日
に
、
第
13
回
氷
川
町
梨
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
開

催
し
、
県
内
外
か
ら
１
７
７
６
人
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
秋
晴
れ
の
空
の
下
、
ス
タ
ー
ト
地
点
に
ず
ら
り
と
並
ん
だ
ラ
ン
ナ
ー
た

ち
は
、号
砲
の
合
図
と
と
も
に一斉
に
ス
タ
ー
ト
し
、３
㎞
、５
㎞
、10
㎞
、

の
３
つ
の
コ
ー
ス
を
、
沿
道
か
ら
の
暖
か
い
声
援
を
受
け
な
が
ら
さ
わ
や

か
に
フ
ル
ー
ツ
ロ
ー
ド
を
駆
け
抜
け
、
ゴ
ー
ル
の
竜
北
公
園
を
目
指
し

ま
し
た
。

　
今
回
も
、
竜
北
東
小
学
校
児
童
の
皆
さ
ん
に
よ
る
応
援
う
ち
わ
、
竜

北
中
学
校
生
徒
の
皆
さ
ん
や
町
子
ど
も
会
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
皆
さ
ん

に
よ
る
会
場
内
や
給
水
所
で
の
手
伝
い
、
八
代
広
域
消
防
本
部
の
皆
さ
ん

に
よ
る
救
護
ラ
ン
ナ
ー
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
お

手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
コ
ー
ス
中
の
給
水
所
で
は
、
Ｊ
Ａ
竜
北
果
樹
部
会
梨
部
の
皆
さ

ん
に
よ
り
ラ
ン
ナ
ー
に
吉
野
梨
が
振
る
舞
わ
れ
、
氷
川
町
の
秋
の
景
色
と

味
覚
を
満
喫
す
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
各
コ
ー
ス
の
１
位
は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

※
参
加
者
全
員
の
記
録
は
、
氷
川
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

優勝者一覧（敬称略）

３㎞
男子 田上　朋史（水俣市）
女子 中橋　愛子（熊本市）

５㎞
男子 吉村　達郎（鹿児島県）
女子 矢野　　恵（大分県）

10㎞

男子39歳以下 梅本　和海（熊本市）
男子40～59歳 白石　弘樹（熊本市）
男子60歳以上 佐々木　優（菊陽町）
女子 岩村　聖華（氷川町）

特別賞 最遠距離参加賞 永井　英夫（茨城県）

第13回
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■平成３０年度上半期　予算執行状況     
歳　入	     
（現年度分）     （単位：千円）

区分		
		款

予	算	現	額　（Ａ） 収入済額 収入率	％
金額 構成比	％ （Ｂ） （Ｂ）/（Ａ）

１．町 税 925,623 12.0 501,496 54.2 
２．地 方 譲 与 税 67,000 0.9 18,724 27.9 
３．利 子 割 交 付 金 1,500 0.0 688 45.9 
４．配 当 割 交 付 金 1,500 0.0 1,351 90.1 
５．株式等譲渡所得割交付金 100 0.0 0 0.0 
６．地方消費税交付金 160,000 2.1 113,012 70.6 
７．自動車取得税交付金 10,000 0.1 5,009 50.1 
８．地 方 特 例 交 付 金 3,920 0.1 3,920 100.0 
９．地 方 交 付 税 2,765,089 36.0 1,996,145 72.2 
10．交通安全対策特別交付金 1,500 0.0 706 47.1 
11．分 担 金及び負担金 51,215 0.7 24,074 47.0 
12．使 用 料及び手数料 85,038 1.1 37,639 44.3 
13．国 庫 支 出 金 506,983 6.6 251,477 49.6 
14．県 支 出 金 695,274 9.1 58,145 8.4 
15．財 産 収 入 6,471 0.1 1,157 17.9 
16．寄 附 金 11,001 0.1 2,301 20.9 
17．繰 入 金 667,374 8.7 0 0.0 
18．繰 越 金 471,599 6.1 684,700 145.2 
19．諸 収 入 25,138 0.3 5,280 21.0 
20．町 債 1,231,075 16.0 0 0.0 

歳入合計 7,687,400 100.0 3,705,824 48.2 
     
（繰越分）	    

区分		
		款

予	算	現	額　（Ａ） 収入済額 収入率	％
金額 構成比	％ （Ｂ） （Ｂ）/（Ａ）

１．分担金及び負担金 5,551 0.6 0 0.0
２．国 庫 支 出 金 10,593 1.2 0 0.0
３．県 支 出 金 826,497 90.8 197,786 23.9
４．繰 越 金 31,268 3.4 31,268 100.0
５．町 債 36,000 4.0 0 0.0

歳入合計 909,909 100.0 229,054 25.2
   平成３０年９月３０日現在

歳　出	     
（現年度分）     （単位：千円）

区分		
		款

予	算	現	額　（Ａ） 支出済額 執行率	％
金額 構成比	％ （Ｂ） （Ｂ）/（Ａ）

１．議 会 費 68,559 0.9 40,147 58.6
２．総 務 費 2,021,215 26.3 611,830 30.3
３．民 生 費 1,452,016 18.9 525,573 36.2
４．衛 生 費 807,578 10.5 402,996 49.9
５．農林水産業費 496,191 6.5 107,613 21.7
６．商 工 費 112,912 1.5 49,433 43.8
７．土 木 費 689,054 9.0 220,232 32.0
８．消 防 費 872,851 11.3 321,135 36.8
９．教 育 費 441,172 5.7 170,261 38.6
10．災 害 復 旧 費 27 0.0 6 22.2
11．公 債 費 722,825 9.4 318,355 44.0
12．予 備 費 3,000 0.0 0 0.0

歳出合計 7,687,400 100.0 2,767,581 36.0
     
（繰越分）	    

区分		
		款

予	算	現	額　（Ａ） 支出済額 執行率	％
金額 構成比	％ （Ｂ） （Ｂ）/（Ａ）

１．農林水産業費 885,135 97.3 253,282 28.6
２. 土 木 費 24,774 2.7 1,918 7.7
歳出合計 909,909 100.0 255,200 28.0

   平成３０年９月３０日現在

■町民の税負担状況	 	
	 	 （人口：11,810人）

税目 調定済額（過年度分除く） 町民一人当たりの負担額
町 民 税 397,118千円 33,626円
固 定 資 産 税 447,113千円 37,859円
そ の 他 の 税 85,658千円 7,253円
合 計 929,889千円 78,737円

  平成30年9月30日現在

■町有財産の状況
区　分 数　量

土 地 579,611.79㎡
建 物 60,886.59㎡

そ
の
他

杉 3,709本
桧 3,707本

自 動 車 等 63台
出資金・有価証券 55,511千円
貸 付 金 等 8,711千円

平成30年3月31日現在

■平成２９年度末基金現在高	（表２）	 （単位：千円）
基金の名前 現在高 基金の名前 現在高

財 政 調 整 基 金 2,123,322 ふ る さ と 振 興 基 金 11,251
合 併 振 興 基 金 543,403 平成28年熊本地震復興基金 51,019
減 債 基 金 50,998 土 地 開 発 基 金 53,848
地 域 福 祉 基 金 20,460 国 民 健 康 保 険 基 金 44,449
竜 北 物 産 館 運 営 基 金 37,314 介 護 給 付 費 準 備 基 金 61,958
ふるさと氷川応援基金 6,242

  平成30年度  上半期における予算執行状況 〜9月までの補正予算の概要〜

　30年度当初予算については、5月号で紹介しましたが、9月末の時点で農林水産業費や土木費などで8億5,005万3千円の補正を
行っています。
　主な内容としましては、産地パワーアップ事業費補助金や多面的機能支払交付金などの農林水産業費、道路新設改良事業や町道維
持修繕事業などの土木費のほか、多目的広場整備事業、木造仮設住宅利活用改修事業などです。

　基金とは、不測の事態への対応や特定の目的のために積み立てられた町の預金
で、（表2）のように一般会計と特別会計を併せて11種類の基金があります。29年度
は、地区活性化総合交付金事業やいきいきサロン事業などに合併振興基金を充てて
います。
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■平成２９年度特別会計の決算（表１）	 	
	 	 （単位：千円）

会計の種類 歳入 歳出 差引
国 民 健 康 保 険 2,531,541 2,344,434 187,107
介 護 保 険 1,627,431 1,532,736 94,696
下 水 道 事 業 571,643 558,278 13,365
宅 地 開 発 事 業 4,499 4,388 110
後 期 高 齢 者 医 療 151,748 150,160 1,588
（注）表示単位未満四捨五入の関係で、差引が一致しない箇所があります。
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氷 川 町 の 財 政 事 情 を 公 表 し ま す
～　平成29年度決算と平成30年度上半期の状況　～

  歳　入 

  歳　出　 

平成29年度決算の状況および平成30年度上半期の執行状況の概要をご紹介します。
皆さんから納めていただいた税金などのお金がどのように使われているのでしょうか。

　歳入決算額は、熊本地震に伴う災害復旧関
係の補助金や役場危機管理室等増築事業など
に係る起債の増加などにより、前年に比べおよ
そ8億6,657万円の増額となりました。歳入の
うち町税や繰越金、手数料、基金繰入金など町
が自主的に収入できる財源（自主財源）の合計
は、23億5,387万1千円です。
　一方、地方交付税や国・県からの補助金、特
定の事業に充てることができる町債（借金）な
ど、国・県により定められたり、割り当てられたり
する収入（依存財源）の合計は、64億3,316万
4千円となっていて、歳入の7割強を占めてい
ます。

　歳出決算額は、熊本地震の復旧・復興事業や防災対策事業
の実施により、前年度に比べおよそ7億3,597万円の増額と
なりました。歳出費目では、熊本地震で被災した住宅の公費
解体事業などの清掃関係事業に使われた衛生費が大きな増
加（前年比2億4,459万3千円増）を示したほか、農林水産業
費（同1億9,305万9千円）、消防費（同1億5,096万1千円）な
どで増加しています。
　一方、民生費（同7,713万1千円減）やその他（同5,724万6
千円減）で減となりました。

一般会計と特別会計
　会計の種類には、一般会計と特別
会計があり、一般会計が町の基本的
な経費が中心となっているのに対
し、特別会計は特定の事業に対して
特定の歳入を充てるもので、（表1）
のように5種類の会計があります。

【お問い合わせ先】
企画財政課　財政係

☎52-5850

連絡先

平成29年度 決算
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■平成３０年度上半期　予算執行状況     
歳　入	     
（現年度分）     （単位：千円）

区分		
		款

予	算	現	額　（Ａ） 収入済額 収入率	％
金額 構成比	％ （Ｂ） （Ｂ）/（Ａ）

１．町 税 925,623 12.0 501,496 54.2 
２．地 方 譲 与 税 67,000 0.9 18,724 27.9 
３．利 子 割 交 付 金 1,500 0.0 688 45.9 
４．配 当 割 交 付 金 1,500 0.0 1,351 90.1 
５．株式等譲渡所得割交付金 100 0.0 0 0.0 
６．地方消費税交付金 160,000 2.1 113,012 70.6 
７．自動車取得税交付金 10,000 0.1 5,009 50.1 
８．地 方 特 例 交 付 金 3,920 0.1 3,920 100.0 
９．地 方 交 付 税 2,765,089 36.0 1,996,145 72.2 
10．交通安全対策特別交付金 1,500 0.0 706 47.1 
11．分 担 金及び負担金 51,215 0.7 24,074 47.0 
12．使 用 料及び手数料 85,038 1.1 37,639 44.3 
13．国 庫 支 出 金 506,983 6.6 251,477 49.6 
14．県 支 出 金 695,274 9.1 58,145 8.4 
15．財 産 収 入 6,471 0.1 1,157 17.9 
16．寄 附 金 11,001 0.1 2,301 20.9 
17．繰 入 金 667,374 8.7 0 0.0 
18．繰 越 金 471,599 6.1 684,700 145.2 
19．諸 収 入 25,138 0.3 5,280 21.0 
20．町 債 1,231,075 16.0 0 0.0 

歳入合計 7,687,400 100.0 3,705,824 48.2 
     
（繰越分）	    

区分		
		款

予	算	現	額　（Ａ） 収入済額 収入率	％
金額 構成比	％ （Ｂ） （Ｂ）/（Ａ）

１．分担金及び負担金 5,551 0.6 0 0.0
２．国 庫 支 出 金 10,593 1.2 0 0.0
３．県 支 出 金 826,497 90.8 197,786 23.9
４．繰 越 金 31,268 3.4 31,268 100.0
５．町 債 36,000 4.0 0 0.0

歳入合計 909,909 100.0 229,054 25.2
   平成３０年９月３０日現在

歳　出	     
（現年度分）     （単位：千円）

区分		
		款

予	算	現	額　（Ａ） 支出済額 執行率	％
金額 構成比	％ （Ｂ） （Ｂ）/（Ａ）

１．議 会 費 68,559 0.9 40,147 58.6
２．総 務 費 2,021,215 26.3 611,830 30.3
３．民 生 費 1,452,016 18.9 525,573 36.2
４．衛 生 費 807,578 10.5 402,996 49.9
５．農林水産業費 496,191 6.5 107,613 21.7
６．商 工 費 112,912 1.5 49,433 43.8
７．土 木 費 689,054 9.0 220,232 32.0
８．消 防 費 872,851 11.3 321,135 36.8
９．教 育 費 441,172 5.7 170,261 38.6
10．災 害 復 旧 費 27 0.0 6 22.2
11．公 債 費 722,825 9.4 318,355 44.0
12．予 備 費 3,000 0.0 0 0.0

歳出合計 7,687,400 100.0 2,767,581 36.0
     
（繰越分）	    

区分		
		款

予	算	現	額　（Ａ） 支出済額 執行率	％
金額 構成比	％ （Ｂ） （Ｂ）/（Ａ）

１．農林水産業費 885,135 97.3 253,282 28.6
２. 土 木 費 24,774 2.7 1,918 7.7
歳出合計 909,909 100.0 255,200 28.0

   平成３０年９月３０日現在

■町民の税負担状況	 	
	 	 （人口：11,810人）

税目 調定済額（過年度分除く） 町民一人当たりの負担額
町 民 税 397,118千円 33,626円
固 定 資 産 税 447,113千円 37,859円
そ の 他 の 税 85,658千円 7,253円
合 計 929,889千円 78,737円

  平成30年9月30日現在

■町有財産の状況
区　分 数　量

土 地 579,611.79㎡
建 物 60,886.59㎡

そ
の
他

杉 3,709本
桧 3,707本

自 動 車 等 63台
出資金・有価証券 55,511千円
貸 付 金 等 8,711千円

平成30年3月31日現在

■平成２９年度末基金現在高	（表２）	 （単位：千円）
基金の名前 現在高 基金の名前 現在高

財 政 調 整 基 金 2,123,322 ふ る さ と 振 興 基 金 11,251
合 併 振 興 基 金 543,403 平成28年熊本地震復興基金 51,019
減 債 基 金 50,998 土 地 開 発 基 金 53,848
地 域 福 祉 基 金 20,460 国 民 健 康 保 険 基 金 44,449
竜 北 物 産 館 運 営 基 金 37,314 介 護 給 付 費 準 備 基 金 61,958
ふるさと氷川応援基金 6,242

  平成30年度  上半期における予算執行状況 〜9月までの補正予算の概要〜

　30年度当初予算については、5月号で紹介しましたが、9月末の時点で農林水産業費や土木費などで8億5,005万3千円の補正を
行っています。
　主な内容としましては、産地パワーアップ事業費補助金や多面的機能支払交付金などの農林水産業費、道路新設改良事業や町道維
持修繕事業などの土木費のほか、多目的広場整備事業、木造仮設住宅利活用改修事業などです。

　基金とは、不測の事態への対応や特定の目的のために積み立てられた町の預金
で、（表2）のように一般会計と特別会計を併せて11種類の基金があります。29年度
は、地区活性化総合交付金事業やいきいきサロン事業などに合併振興基金を充てて
います。

ひかりん

No.157 11月号

広報ひかわ 2018.11 4

■平成２９年度特別会計の決算（表１）	 	
	 	 （単位：千円）

会計の種類 歳入 歳出 差引
国 民 健 康 保 険 2,531,541 2,344,434 187,107
介 護 保 険 1,627,431 1,532,736 94,696
下 水 道 事 業 571,643 558,278 13,365
宅 地 開 発 事 業 4,499 4,388 110
後 期 高 齢 者 医 療 151,748 150,160 1,588
（注）表示単位未満四捨五入の関係で、差引が一致しない箇所があります。
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氷 川 町 の 財 政 事 情 を 公 表 し ま す
～　平成29年度決算と平成30年度上半期の状況　～

  歳　入 

  歳　出　 

平成29年度決算の状況および平成30年度上半期の執行状況の概要をご紹介します。
皆さんから納めていただいた税金などのお金がどのように使われているのでしょうか。

　歳入決算額は、熊本地震に伴う災害復旧関
係の補助金や役場危機管理室等増築事業など
に係る起債の増加などにより、前年に比べおよ
そ8億6,657万円の増額となりました。歳入の
うち町税や繰越金、手数料、基金繰入金など町
が自主的に収入できる財源（自主財源）の合計
は、23億5,387万1千円です。
　一方、地方交付税や国・県からの補助金、特
定の事業に充てることができる町債（借金）な
ど、国・県により定められたり、割り当てられたり
する収入（依存財源）の合計は、64億3,316万
4千円となっていて、歳入の7割強を占めてい
ます。

　歳出決算額は、熊本地震の復旧・復興事業や防災対策事業
の実施により、前年度に比べおよそ7億3,597万円の増額と
なりました。歳出費目では、熊本地震で被災した住宅の公費
解体事業などの清掃関係事業に使われた衛生費が大きな増
加（前年比2億4,459万3千円増）を示したほか、農林水産業
費（同1億9,305万9千円）、消防費（同1億5,096万1千円）な
どで増加しています。
　一方、民生費（同7,713万1千円減）やその他（同5,724万6
千円減）で減となりました。

一般会計と特別会計
　会計の種類には、一般会計と特別
会計があり、一般会計が町の基本的
な経費が中心となっているのに対
し、特別会計は特定の事業に対して
特定の歳入を充てるもので、（表1）
のように5種類の会計があります。

【お問い合わせ先】
企画財政課　財政係

☎52-5850

連絡先

平成29年度 決算
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〈５年生〉 水俣に学ぶ肥後っ子教室・集団宿泊教室（水俣市・芦北町）

〈６年生〉 修学旅行（長崎県・佐賀県）

　５年生は、１泊２日（８/３０から３１）で水俣病や環境に関する学習をする「水俣に学ぶ肥後っ子教室」および「集団
宿泊教室」に出かけました。水俣市の環境センターを中心に、水俣病の語り部さんの講話や展示の見学、環境学
習を行いました。その後、あしきた青少年の家で、ナイトゲームやマリン活動（ペーロン）を行い、みんなで力を合
わせることの大切さを学びました。

　６年生は、長崎市へ１泊２日（９/２６から２７）の修学旅
行に出かけました。１日目は、長崎市の平和公園の見学
や原爆の被害に遭われた語り部の人の講話などを通し
て、平和の尊さをしっかりと学びました。２日目は、ハウ
ステンボスを体験・見学したり、佐賀市の宇宙科学館で
宇宙科学の歴史や技術の進歩について学んだりしまし
た。旅行後は、タブレットなどを使って２日間で学んだこ
とや考えたことをまとめ、発信する予定です。

　本校では、地域総掛かり（ＰＴＡ・学校運営協議会・老人会・地域住民・氷
川町）による子どもたちの安全・安心を守るための取り組みを行っています。
　今年の取り組みの重点は、①「一人歩き区間」の確認、②下校見守りポ
イントの見直し、③「危険箇所の洗い直し」と関係者による「通学路合同点検」、
④「子ども１１０番の家」の再設置です。　　
　このたび、これまでの取り組みに対し、文部科学大臣表彰「学校安全ボラ
ンティア活動奨励賞」と「熊本県交通安全優良学校」を受賞しました。この
地域総掛かりによる子どもの安全・安心を守るための活動は、今後も充実を
図っていきたいと思います。
　どうぞよろしくお願いします。

すくーるらいふ
ひかりん

No.157 11月号

㊗ 文部科学大臣表彰「学校安全ボランティア活動奨励賞」
㊗「熊本県交通安全優良学校」～地域総掛かりで守る子どもの安全・安心～
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「あいさつ、そうじ、発表そして笑顔　一人ひとりを大切にする宮っ子」

児童一人ひとりが大切にされる宮原小をめざして

あいさつ運動一斉行動の日 ～毎月15日（あいさつ運動・ノーテレビノーゲームデー）～

〈全学年〉 戦争の悲惨さや平和の大切さと尊さを学ぶ平和集会

〈宮原小のめざす児童像〉
（健）いきいきとし夢を持つ子
　　　・健康で健やかなのびのびと明るい心身
（根）粘り強くがんばる子
　　　・根気強く粘り強い学習や仕事
（信）互いに信頼し思いやりのある子
　　　・互いに約束を守り信頼し合える生活

　自分の大切さとともに他の人の大切さも認めることができる児童、人とつながる力を持った児童を育てる取り組
みを進めています。
　毎年、新学期に運営委員会の児童が、「やさしい宮っ子」宣言を行い、人の嫌がることをせず、お互いを思いや
るやさしい宮っ子を目指そうと呼びかけます。また、なかま委員会では、１年から６年の縦割り班を編成して、「にこに
こ給食」や「にこにこ遊び」を実施しています。

　コミュニティ・スクールの取り組みの一環として、子どもたちが安心して暮らせるまちづくりを目的として、学校・家庭・
地域・行政が一体となり「あいさつ運動一斉行動の日」を毎月１５日の朝に実践しています。また、ＰＴＡや児童会も
この運動と連携した、「ノーテレビ・ノーゲームデー」や「あいさつ運動」に取り組んでいます。

　戦争の悲惨さや、平和の大切さと尊さを学び
合い、平和な社会を築いていこうとする態度を育
てるために毎年開催しています。今年は、低学年
は「おこりじぞう」、高学年は「長崎原爆被害」を
題材に学び、平和の意義について深く考えました。

ひかりん

No.157 11月号

輝け！宮っ子輝け！宮っ子

宮原小学校
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　本校では、地域総掛かり（ＰＴＡ・学校運営協議会・老人会・地域住民・氷
川町）による子どもたちの安全・安心を守るための取り組みを行っています。
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十
五
夜
お
月
さ
ん

演
奏
会

24
9/　

氷
川
町
竜
北
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、毎
年
恒
例
の
十
五
夜
お
月
さ
ん
演

奏
会（
氷
川
町
文
化
協
会
主
催
）が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
陸
上
自
衛
隊
第
８
音
楽
隊

を
お
迎
え
し
、演
奏
は「
メ
リ
ー
ゴ
ー

ラ
ン
ド
」な
ど
定
番
曲
の
第
１
部
と
、

「
旅
」を
テ
ー
マ
と
し
た
第
２
部
に
分

か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
吹
奏
楽
の
演
奏
だ
け
で
な
く
、ユ
ー

モ
ア
や
寸
劇
を
交
え
て
行
わ
れ
、来
場

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
大
い
に
盛
り
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

▲美しい音色が響き渡っていました

　
役
場
中
会
議
室
に
お
い
て
、熊
本
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会（
陸
上
競
技
大
会
）

出
場
の
激
励
会
が
行
わ
れ
、藤
本
町
長
よ
り
報
奨
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、大
会
は
９
月
29
日（
土
）に
熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場（
え

が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
）で
行
わ
れ
、両
選
手
と
も
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

熊
本
県
中
学
校
総
合
体
育
大
会

陸
上
競
技
大
会
出
場
者
激
励
会

▲尾下　学さん

▲松本　美香さん

27
9/

【
種
目
】１
年
男
子
１
５
０
０ｍ

　
竜
北
中
学
校

　
尾お
し
た下

　
学ま
な
ぶさ
ん（
１
年・下
鹿
島
）

【
種
目
】女
子
砲
丸
投
げ

　
氷
川
中
学
校

　
松ま
つ
も
と本

　
美み

か香
さ
ん（
３
年・桜
ヶ
丘
）

よ
か
ボ
ス
宣
言

26
9/　「

よ
か
ボ
ス
」と
は
、働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
を
上
司
の
意
識
改
革
か
ら

始
め
よ
う
と
熊
本
県
が
推
進
し
て
い
る

も
の
で
、藤
本
町
長
が
中
村
八
代
市
長

と
と
も
に
、八
代
市
役
所
鏡
支
所
に
お

い
て
共
同
宣
言
し
ま
し
た
。

　
宣
言
で
は
、職
員
の
仕
事
と
生
活
の

充
実
を
応
援
す
る「
良
い
上
司
」を
目

指
し
、「
休
み
を
積
極
的
に
取
る
よ
う

勧
め
る
」、「
子
育
て
や
介
護
な
ど
、そ

れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
で
、希
望
や

安
心
が
実
現
で
き
る
よ
う
応
援
す
る
」

な
ど
と
約
束
し
ま
し
た
。

▲よかボス宣言をした藤本町長（右）と中村市長（左）
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▲梨の収穫体験後に竜北果樹部会梨部青年部
　の皆さんと記念撮影

▲みかんの収穫は、楽しい！

▲謝辞を述べる西村桂一会長

▲ばってん城次劇団が会場を盛り上げました ▲竜北中吹奏楽部による演奏

　
竜
北
体
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、敬
老
会

が
行
わ
れ
、約
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、小
学
生
に
よ
る
敬
老
作
文
発

表
や
中
学
生
に
よ
る
表
紙
イ
ラ
ス
ト
紹
介
、

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
交
通
安
全
宣

言
な
ど
が
行
わ
れ
、そ
の
後
、敬
老
会
を
代
表

し
て
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
西
村
桂
一
会
長

（
法
道
寺
）が
謝
辞
を
述
べら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
は
、常
葉
保
育
所
園
児
に
よ

る
お
遊
戯
、竜
北
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
、氷
川
中
学
校
生
徒
に
よ
る
踊
り
、そ

し
て
肥
後
に
わ
か「
ば
って
ん
城
次
劇
団
」に

よ
る
コ
ン
ト
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　
友
好
町
で
あ
る
北
海
道
大
空
町
か
ら
、

東ひ
が
し
も
こ
と

藻
琴
高
校
の
２
年
生
11
人（
男
子
５
人
、

女
子
６
人
）が
、修
学
旅
行
を
兼
ね
た
農
業

研
修
で
２
日
間
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
８
回
目
と
な
る
こ
の
研
修
で
は
、

北
海
道
で
は
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
柑
橘
や
梨

の
農
業
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、午
前
中
に
柑
橘
農
家
の
圃
場

で
極
早
生
み
か
ん
の
収
穫
作
業
を
行
い
、午

後
か
ら
は
晩
白
柚
の
試
験
圃
場
の
管
理
作

業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、梨
の
試
験
圃
場
で
新
高
梨
の

収
穫
作
業
を
行
っ
た
あ
と
、吉
野
果
実
選
果

場
で
収
穫
し
た
梨
を
選
果
ラ
イ
ン
に
載
せ
て

箱
詰
め
ま
で
の
作
業
を
行
い
、梨
の
テ
ン
ト
販

売
も
体
験
し
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、２
日
間
の
農
業
研
修
で
農

業
だ
け
で
な
く
、瓦
屋
根
の
家
並
み
や
道
の

狭
さ
な
ど
の
町
の
様
子
か
ら
も
北
海
道
と

の
違
い
を
実
感
し
、貴
重
な
経
験
を
通
し
て

様
々
な
こ
と
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
農
業
研
修
で
は
、農
家
の
皆
さ
ま

や
Ｊ
Ａ
吉
野
果
実
選
果
場
、竜
北
物
産
館

に
受
け
入
れ
頂
き
ま
し
た
。お
忙
し
い
中
ご

協
力
い
た
だ
き
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

日
常
の
健
康
に
感
謝
、長
寿
を
祝
福

北
海
道
東
藻
琴
高
校
農
業
研
修

17
9/

15〜16
9/
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。
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た
農
業

研
修
で
２
日
間
本
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
今
年
で
８
回
目
と
な
る
こ
の
研
修
で
は
、

北
海
道
で
は
栽
培
さ
れ
て
い
な
い
柑
橘
や
梨

の
農
業
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、午
前
中
に
柑
橘
農
家
の
圃
場

で
極
早
生
み
か
ん
の
収
穫
作
業
を
行
い
、午

後
か
ら
は
晩
白
柚
の
試
験
圃
場
の
管
理
作

業
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、梨
の
試
験
圃
場
で
新
高
梨
の

収
穫
作
業
を
行
っ
た
あ
と
、吉
野
果
実
選
果

場
で
収
穫
し
た
梨
を
選
果
ラ
イ
ン
に
載
せ
て

箱
詰
め
ま
で
の
作
業
を
行
い
、梨
の
テ
ン
ト
販

売
も
体
験
し
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、２
日
間
の
農
業
研
修
で
農

業
だ
け
で
な
く
、瓦
屋
根
の
家
並
み
や
道
の

狭
さ
な
ど
の
町
の
様
子
か
ら
も
北
海
道
と

の
違
い
を
実
感
し
、貴
重
な
経
験
を
通
し
て

様
々
な
こ
と
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
農
業
研
修
で
は
、農
家
の
皆
さ
ま

や
Ｊ
Ａ
吉
野
果
実
選
果
場
、竜
北
物
産
館

に
受
け
入
れ
頂
き
ま
し
た
。お
忙
し
い
中
ご

協
力
い
た
だ
き
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

日
常
の
健
康
に
感
謝
、長
寿
を
祝
福

北
海
道
東
藻
琴
高
校
農
業
研
修

17
9/

15〜16
9/



ま ち の わ だ い
ひかりん

No.157 11月号

広報ひかわ	2018.1111

　
9
月
4
日（
火
）に
氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
講
堂
に
お

い
て
、熊
本
県
民
体
育
祭
八
代
郡
結
団
式
を
行
い
、団
結

を
図
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
熊
本
地
震
の
影
響
で
特
別
大
会
と
な
り
、

９
月
８
日
か
ら
23
日
ま
で
３
週
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
八
代
郡
代
表
と
し
て
氷
川
町
か
ら
は
、12
競
技
に

１
８
５
人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。団
体
で
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
男
子
が
３
位
入
賞
、個
人
で
は
陸
上
競

技
の
女
子
34
歳
以
下
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
走
で
岩
村

聖
華
さ
ん（
高
野
道
）が
２
位
、男
子
30
歳
～
39
歳
走

幅
跳
で
秋
山
亮
さ
ん（
今
）が
３
位
と
な
る
な
ど
、各

競
技
で
選
手
た
ち
が
活
躍
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
八
代
郡
選
手
団
が
健
闘
！

第
73
回
熊
本
県
民
体
育
祭
　特
別
大
会

▲３位入賞したグラウンドゴルフの選手のみなさん

▲県民体育祭八代郡結団式の様子

8〜23
9/ ◆

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
20
組

有
田
　
實
吉
・
ス
マ
子（
島
　
地
）

井
戸
　
悟
　
・
文
　
子（
上
鹿
島
）

井
上
　
安
夫
・
サ
ユ
リ（
西
上
宮
）

上
田
　
重
光
・
ト
シ
エ（
南
鹿
野
）

宇
田
　
孝
義
・
リ
エ
子（
柳
の
江
）

尾
上
　
茂
雄
・
ク
ニ
コ（
　
町
　
）

勝
枝
　
雅
勝
・
ミ
ス
エ（
北
鹿
野
）

小
林
　
敏
男
・
ケ
イ
子（
中
網
道
）

坂
田
　
利
光
・
カ
ヨ
　（
東
上
宮
）

曽
根
　
賢
　
・
チ
ヱ
子（
下
鹿
島
）

髙
田
　
義
久
・
睦
　
子　（
川
　
上
）

田
上
　
春
喜
・
利
　
子　（
北
鹿
野
）

田
上
　
隆
行
・
ソ
エ
子（
島
　
地
）

永
田
　
久
男
・
美
智
子（
島
　
地
）

稗
方
　
武
志
・
イ
ツ
子（
新
　
田
）

俣
村
　
重
好
・
シ
ズ
子（
東
網
道
）

丸
山
　
秀
敏
・
キ
ヌ
エ（
早
　
尾
）

元
松
　
清
喜
・
イ
ツ
子（
沖
　
塘
）

山
口
富
美
雄
・
サ
カ
エ（
早
　
尾
）

横
田
　
増
則
・
千
代
子（
　
町
　
）

開催日時　１１月２４日（土）〜２５日（日）１０時〜１６時　雨天決行
会　　場　竜北公園
店 舗 数　約８０店舗（フラワーアレンジメント、多肉植物、
　　　　　エアプランツ、ボトルアート、ハンドメイド雑貨、
　　　　　スイーツ、コーヒー、ロコモコ丼、ハンバーガーなど）
　　　　　話題の店のボタニカルマーケット限定メニューあります！

ひかわボタニカルマーケットを開催します

【お問い合わせ先】　ひかわボタニカルマーケット実行委員会（氷川町商工会青年部）
　　　　　　　　　☎６２－２０２１

ま ち の わ だ い
ひかりん

No.157 11月号

広報ひかわ	2018.11 10広報ひかわ	2018.11 10

共
に
歩
ん
だ
夫
婦
の
絆
　ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚・金
婚
式
表
彰

9/◆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
20
組

有
田
　
實
吉
・
ス
マ
子（
島
　
地
）

井
戸
　
悟
　
・
文
　
子（
上
鹿
島
）

井
上
　
安
夫
・
サ
ユ
リ（
西
上
宮
）

上
田
　
重
光
・
ト
シ
エ（
南
鹿
野
）

宇
田
　
孝
義
・
リ
エ
子（
柳
の
江
）

尾
上
　
茂
雄
・
ク
ニ
コ（
　
町
　
）

勝
枝
　
雅
勝
・
ミ
ス
エ（
北
鹿
野
）

小
林
　
敏
男
・
ケ
イ
子（
中
網
道
）

坂
田
　
利
光
・
カ
ヨ
　（
東
上
宮
）

曽
根
　
賢
　
・
チ
ヱ
子（
下
鹿
島
）

髙
田
　
義
久
・
睦
　
子　（
川
　
上
）

田
上
　
春
喜
・
利
　
子　（
北
鹿
野
）

田
上
　
隆
行
・
ソ
エ
子（
島
　
地
）

永
田
　
久
男
・
美
智
子（
島
　
地
）

稗
方
　
武
志
・
イ
ツ
子（
新
　
田
）

俣
村
　
重
好
・
シ
ズ
子（
東
網
道
）

丸
山
　
秀
敏
・
キ
ヌ
エ（
早
　
尾
）

元
松
　
清
喜
・
イ
ツ
子（
沖
　
塘
）

山
口
富
美
雄
・
サ
カ
エ（
早
　
尾
）

横
田
　
増
則
・
千
代
子（
　
町
　
）

◆
金
婚
26
組

井
上
　
義
雄
・
榮
　
子（
西
網
道
）

岩
岡
　
繁
利
・
洋
　
子（
反
　
甫
）

上
村
　
三
幸
・
貞
　
子（
上
鹿
島
）

起
田
　
猛
　
・
タ
ツ
子（
北
野
津
）

苅
萱
　
健
次
・
由
　
子（
吉
　
本
）

河
野
　
照
義
・
美
代
子（
　
町
　
）

久
保
　
弘
明
・
順
　
子（
西
上
宮
）

古
閑
　
満
行
・
幸
　
子（
新
　
田
）

坂
田
　
昭
芳
・
丸
　
子（
早
　
尾
）

陳
野
　
典
生
・
久
美
子（
西
網
道
）

鋤
先
　
元
　
・
由
美
子（
新
　
田
）

園
田
　
士
郎
・
擁
　
子（
　
町
　
）

髙
本
　
信
義
・
波
瑠
子（
島
　
地
）

田
中
　
幸
雄
・
ス
ミ
子（
上
鹿
島
）

谷
口
　
孝
生
・
敦
　
子（
法
道
寺
）

蔦
本
　
光
則
・
キ
ミ
子（
東
上
宮
）

永
田
　
富
弘
・
美
惠
香（
中
大
野
）

西
河
　
一
男
・
妙
　
子（
上
鹿
島
）

野
村
　
浩
　
・
ミ
ツ
ル（
東
上
宮
）

櫨
本
　
淳
一
・
貴
美
子（
北
鹿
野
）

　
氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
講
堂
に
お
い
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
表
彰
式
お
よ
び
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
昭
和
33
年
に
結
婚
の
ご
夫
婦
）20
組
中
16
組
、金
婚（
昭
和
43
年
に
結
婚
の
ご
夫
婦
）26
組
中

21
組
が
式
に
出
席
さ
れ
、表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
出
席
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
ご
夫
婦
に
は
藤
本
町
長
か
ら
、金
婚
ご
夫
婦
に
は
福
田
熊
日
八
代
支
社
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、出
席
さ
れ
た
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
田
上
春
喜
さ
ん（
北
鹿
野
）が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

平
野
　
透
　
・
チ
カ
子（
東
網
道
）

福
原
　
嘵
　
・
幸
　
代（
西
上
宮
）

松
下
　
幸
紀
・
順
　
子（
有
　
佐
）

三
石
　
勲
　
・
可
良
子（
中
大
野
）

宮
村
　
康
哉
・
友
　
子（
北
　
川
）

村
山
　
啓
二
・
浅
　
子（
　
栫
　
）

　
※
50
音
順
、敬
称
略

▲金婚被表彰者の皆さま

▲ダイヤモンド婚被表彰者の皆さま

27



ま ち の わ だ い
ひかりん

No.157 11月号

広報ひかわ	2018.1111

　
9
月
4
日（
火
）に
氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
講
堂
に
お

い
て
、熊
本
県
民
体
育
祭
八
代
郡
結
団
式
を
行
い
、団
結

を
図
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
熊
本
地
震
の
影
響
で
特
別
大
会
と
な
り
、

９
月
８
日
か
ら
23
日
ま
で
３
週
に
渡
っ
て
開
催
さ
れ
、

県
内
各
地
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
八
代
郡
代
表
と
し
て
氷
川
町
か
ら
は
、12
競
技
に

１
８
５
人
の
選
手
が
出
場
し
ま
し
た
。団
体
で
は
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
男
子
が
３
位
入
賞
、個
人
で
は
陸
上
競

技
の
女
子
34
歳
以
下
１
５
０
０
メ
ー
ト
ル
走
で
岩
村

聖
華
さ
ん（
高
野
道
）が
２
位
、男
子
30
歳
～
39
歳
走

幅
跳
で
秋
山
亮
さ
ん（
今
）が
３
位
と
な
る
な
ど
、各

競
技
で
選
手
た
ち
が
活
躍
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典
で
八
代
郡
選
手
団
が
健
闘
！

第
73
回
熊
本
県
民
体
育
祭
　特
別
大
会

▲３位入賞したグラウンドゴルフの選手のみなさん

▲県民体育祭八代郡結団式の様子

8〜23
9/ ◆

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
20
組

有
田
　
實
吉
・
ス
マ
子（
島
　
地
）

井
戸
　
悟
　
・
文
　
子（
上
鹿
島
）

井
上
　
安
夫
・
サ
ユ
リ（
西
上
宮
）

上
田
　
重
光
・
ト
シ
エ（
南
鹿
野
）

宇
田
　
孝
義
・
リ
エ
子（
柳
の
江
）

尾
上
　
茂
雄
・
ク
ニ
コ（
　
町
　
）

勝
枝
　
雅
勝
・
ミ
ス
エ（
北
鹿
野
）

小
林
　
敏
男
・
ケ
イ
子（
中
網
道
）

坂
田
　
利
光
・
カ
ヨ
　（
東
上
宮
）

曽
根
　
賢
　
・
チ
ヱ
子（
下
鹿
島
）

髙
田
　
義
久
・
睦
　
子　（
川
　
上
）

田
上
　
春
喜
・
利
　
子　（
北
鹿
野
）

田
上
　
隆
行
・
ソ
エ
子（
島
　
地
）

永
田
　
久
男
・
美
智
子（
島
　
地
）

稗
方
　
武
志
・
イ
ツ
子（
新
　
田
）

俣
村
　
重
好
・
シ
ズ
子（
東
網
道
）

丸
山
　
秀
敏
・
キ
ヌ
エ（
早
　
尾
）

元
松
　
清
喜
・
イ
ツ
子（
沖
　
塘
）

山
口
富
美
雄
・
サ
カ
エ（
早
　
尾
）

横
田
　
増
則
・
千
代
子（
　
町
　
）

開催日時　１１月２４日（土）〜２５日（日）１０時〜１６時　雨天決行
会　　場　竜北公園
店 舗 数　約８０店舗（フラワーアレンジメント、多肉植物、
　　　　　エアプランツ、ボトルアート、ハンドメイド雑貨、
　　　　　スイーツ、コーヒー、ロコモコ丼、ハンバーガーなど）
　　　　　話題の店のボタニカルマーケット限定メニューあります！

ひかわボタニカルマーケットを開催します

【お問い合わせ先】　ひかわボタニカルマーケット実行委員会（氷川町商工会青年部）
　　　　　　　　　☎６２－２０２１

ま ち の わ だ い
ひかりん

No.157 11月号

広報ひかわ	2018.11 10広報ひかわ	2018.11 10

共
に
歩
ん
だ
夫
婦
の
絆
　ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚・金
婚
式
表
彰

9/◆
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
20
組

有
田
　
實
吉
・
ス
マ
子（
島
　
地
）

井
戸
　
悟
　
・
文
　
子（
上
鹿
島
）

井
上
　
安
夫
・
サ
ユ
リ（
西
上
宮
）

上
田
　
重
光
・
ト
シ
エ（
南
鹿
野
）

宇
田
　
孝
義
・
リ
エ
子（
柳
の
江
）

尾
上
　
茂
雄
・
ク
ニ
コ（
　
町
　
）

勝
枝
　
雅
勝
・
ミ
ス
エ（
北
鹿
野
）

小
林
　
敏
男
・
ケ
イ
子（
中
網
道
）

坂
田
　
利
光
・
カ
ヨ
　（
東
上
宮
）

曽
根
　
賢
　
・
チ
ヱ
子（
下
鹿
島
）

髙
田
　
義
久
・
睦
　
子　（
川
　
上
）

田
上
　
春
喜
・
利
　
子　（
北
鹿
野
）

田
上
　
隆
行
・
ソ
エ
子（
島
　
地
）

永
田
　
久
男
・
美
智
子（
島
　
地
）

稗
方
　
武
志
・
イ
ツ
子（
新
　
田
）

俣
村
　
重
好
・
シ
ズ
子（
東
網
道
）

丸
山
　
秀
敏
・
キ
ヌ
エ（
早
　
尾
）

元
松
　
清
喜
・
イ
ツ
子（
沖
　
塘
）

山
口
富
美
雄
・
サ
カ
エ（
早
　
尾
）

横
田
　
増
則
・
千
代
子（
　
町
　
）

◆
金
婚
26
組

井
上
　
義
雄
・
榮
　
子（
西
網
道
）

岩
岡
　
繁
利
・
洋
　
子（
反
　
甫
）

上
村
　
三
幸
・
貞
　
子（
上
鹿
島
）

起
田
　
猛
　
・
タ
ツ
子（
北
野
津
）

苅
萱
　
健
次
・
由
　
子（
吉
　
本
）

河
野
　
照
義
・
美
代
子（
　
町
　
）

久
保
　
弘
明
・
順
　
子（
西
上
宮
）

古
閑
　
満
行
・
幸
　
子（
新
　
田
）

坂
田
　
昭
芳
・
丸
　
子（
早
　
尾
）

陳
野
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生
・
久
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西
網
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鋤
先
　
元
　
・
由
美
子（
新
　
田
）

園
田
　
士
郎
・
擁
　
子（
　
町
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髙
本
　
信
義
・
波
瑠
子（
島
　
地
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田
中
　
幸
雄
・
ス
ミ
子（
上
鹿
島
）

谷
口
　
孝
生
・
敦
　
子（
法
道
寺
）

蔦
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光
則
・
キ
ミ
子（
東
上
宮
）

永
田
　
富
弘
・
美
惠
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中
大
野
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西
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一
男
・
妙
　
子（
上
鹿
島
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野
村
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・
ミ
ツ
ル（
東
上
宮
）

櫨
本
　
淳
一
・
貴
美
子（
北
鹿
野
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氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
講
堂
に
お
い
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
表
彰
式
お
よ
び
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚（
昭
和
33
年
に
結
婚
の
ご
夫
婦
）20
組
中
16
組
、金
婚（
昭
和
43
年
に
結
婚
の
ご
夫
婦
）26
組
中

21
組
が
式
に
出
席
さ
れ
、表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
出
席
さ
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
ご
夫
婦
に
は
藤
本
町
長
か
ら
、金
婚
ご
夫
婦
に
は
福
田
熊
日
八
代
支
社
長
か
ら
表
彰
状
と
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、出
席
さ
れ
た
被
表
彰
者
を
代
表
し
て
、ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
の
田
上
春
喜
さ
ん（
北
鹿
野
）が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
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カ
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東
網
道
）

福
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嘵
　
・
幸
　
代（
西
上
宮
）

松
下
　
幸
紀
・
順
　
子（
有
　
佐
）

三
石
　
勲
　
・
可
良
子（
中
大
野
）

宮
村
　
康
哉
・
友
　
子（
北
　
川
）

村
山
　
啓
二
・
浅
　
子（
　
栫
　
）

　
※
50
音
順
、敬
称
略

▲金婚被表彰者の皆さま

▲ダイヤモンド婚被表彰者の皆さま
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【本選】　　◆日時　平成３１年２月１０日（日）１１時４5分～１３時３０分（１１時開場）
　　　　　◆場所　八代市総合体育館
【予選会】　◆日時　平成３１年２月９日（土）１１時４0分～、結果発表：１７時３０分（予定）
　　　　　◆場所　八代市総合体育館
【申 込 先】◆出場　NHK熊本放送局まで
　　　　　◆観覧　八代市役所「NHKのど自慢」観覧係まで
　　　　　　　　　※詳しくは八代市ホームページをご覧ください。
【放送予定】平成31年2月10日（日）12時15分～
【お問い合わせ先】　
　出場　NHK熊本放送局 ☎０９６－３２６－８２０３（平日１０時～１７時）
　観覧　八代市企画政策課 ☎０９６５－３３－４１０４（平日８時３０分～１７時１５分）

熊本地震復興事業「NHKのど自慢」出場者・観覧者募集
八代市

芦北市
国際交流まつり ASHIKITA　INTERNATIONAL　FESTIVAL
◆日　時　１１月１１日（日）１０時３０分～１５時
◆場　所　道の駅芦北でこぽん　
◆内　容　グ ル メ：キッチンカーや芦北のグルメが大集合
      　　　ステージ：保育園児の和太鼓、ダンス、音楽、バルーンアートなど
◆展　示　国際交流協会の取り組み紹介
【お問い合わせ先】　芦北町国際交流協会事務局（町企画財政課内）
                       ☎０９６６－８２－２５１１（内線２５２）

Please come along 
and have fun!

▲八代亜紀さんとの PR イベント

▲イベントチラシ
▲圏域合同企業説明会チラシ

≪シトラスブランディング事業≫	 ３市町連携

　柑橘系物産品という括りで、３市町が連携をしながらプロモー
ションを行っています。海外でもインパクトと知名度のある「晩白
柚」、「でこぽん」、「肥薩おれんじ鉄道」などを有効活用した計画を
作成し実施することで、国内外旅行者の需要に対応します。
　今後は地域食材を用いた商品開発、肥薩おれんじ鉄道との連
携などを行うとともに、地元住民に対する認知度向上を図ります。

≪ツナガルインターンシップ事業≫
	 ３市町連携

≪結婚支援事業≫	
３市町連携

　結婚を望む人の成婚の
ため、３市町が開催する婚
活イベントについて、それ
ぞれのホームページなど
で情報発信を行い、連携
して結婚に対する支援を
行っています。氷川町では

「婚活イベント参加支援助
成制度」を創設し、八代市
及び芦北町で開催される
婚活イベントに参加する
場合、参加費の半額を補
助しています。

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

氷川町・八代市・芦北町定住自立圏

　八代圏域における若年
者の圏域内定着率の向
上を図るため、八代市に

「八代圏域雇用促進セン
ター」を設置しました。同
センターが中心となって、
企業会員の募集や企業向
けセミナーの開催、高校
生のインターンシップの
仲介などを行っています。
　若年者が地元で就職し
たいと思えるような地域
づくりを進めていきます。

イベント情報
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ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

氷川町・八代市・芦北町定住自立圏構想 
～首長懇談会～

　人口減少が進む中、氷川町では八代市・芦北町と定住自立圏を形成し、連携して住民サービ
スの向上を図ることにより定住促進に取り組んでいます。
　10月10日（水）に３市町のトップが集まり、具体的取り組みを記載した共生ビジョン（51事業）
の進捗状況や今後の見込みについて事務局から報告を受け、意見交換がなされました。

　近接する市町村が、様々な政策分野で相互に連携・協力し、「定住」のための暮らしに必
要な生活機能を確保する自治体間の広域連携のことです。
　氷川町・八代市・芦北町では、３市町の自主性を尊重しながら、各種取り組みを積極的
に展開しています。これらの取り組みを通じ、誰もが住み続けたい、暮らしてみたいと思
われるような魅力あふれる圏域づくりを目指します。

▲藤本一臣　氷川町長中村博生　八代市長▲▲竹﨑一成　芦北町長

～　氷川町が関連する主な事業　～

　保護者の仕事もしくは疾病などの理由により、家庭にお
いて保育を受けることが困難となった、病中または病気の
回復期にある概ね小学3年生までの児童について、一時預
かりを行います。
　平成31年度からの事業開始に向け、現在「八代北部地
域医療センター」内に施設を整備中です。

▲八代北部地域医療センター

≪病児・病後児保育事業≫	 氷川町・八代市連携

定住自立圏構想とは
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平成31年度　保育園入園申込みについて

◆受付期間　１１月１２日（月）～１２月７日（金）
◆入園できる児童

保護者や家庭が次のいずれかの事情に該当する場合です。
①就労：家庭内外で日常の家事以外の仕事をする
②妊娠中であるか出産後間もない
③保護者の病気：病気、けが、心身に障がいがある
④病人の看護：同居の親族（長期入院をしている親族を含む）を常時看護している
⑤災害復旧：家庭が火災、風水害、地震などの災害を受け、その復旧に当たっている
⑥父母が求職中：原則３か月。長期間の求職になる場合は、ハローワークなどの公的な証明が必要
⑦学生など：学校などに在学中、または職業訓練を受けている
⑧虐待・ＤＶ：児童虐待を行っている恐れがあるまたは配偶者からの暴力により、保育が困難である
⑨育児休業：育児休業中で、育児休業にかかる子ども以外の保育が引き続き必要である

◆保育時間の認定
両親の就労時間の状況などで、保育時間の認定を受けます。
①保育標準時間（保育時間が最長で１日１１時間）
　 両親の就労時間が月１２０時間以上、妊娠・出産、災害復旧、虐待・ＤＶなど
②保育短時間（保育時間が最長で１日８時間）
　 両親の就労時間が月１２０時間未満、求職活動中、育児休業中など

◆必要書類
①施設型給付費・地域型保育給付費等支給認定申請書　
②障害者手帳写し、診断書：本人、同居者が障がい者、保護者の病気などで利用希望の人
③雇用（雇用予定）証明書：新規に利用を申請される人と転職などで本年度と状況が変わった人
④課税台帳記載事項証明書：新規に申込みする人で、平成３０年１月２日以降に転入された人

◆結果の通知
2月中旬に保護者あてに通知します。町外保育園を希望されている場合は３月になる場合があります。

◆利用者負担額（保育料）の算定方法
保護者の前年分の住民税所得割額で８月分までの負担額を決定し、９月以降は当年分の住民税所得割額
で負担額を決定します。

◆利用者負担額の納入
口座振替は毎月２５日（金融機関などが休みの場合は翌営業日）です。

◆在園児の場合
現在保育園に入園中で、来年も継続して入園を希望される場合は書類の提出が必要です。１１月上旬に
保育園を通じて、または郵送にて通知します。

◆年度途中の入園申し込み
随時受け付けを行っていますが、原則として申し込み順で認定および利用決定をします。
その他、詳しくは下記お問い合わせ先までご連絡ください。

【お問い合わせ先】　町民環境課 ☎５２-５８５１

公立…常 葉 保 育 所 ☎６２－２２３２
私立…ダーナ保育園 ☎６２－２０１０、 月乃 輪 保 育 園 ☎５２－１５６８
　　　東 光 保 育 園 ☎５２－１８２３、 宮原慈光保育園 ☎６２－４４３５
　　　吉 野 保 育 園 ☎６２－４１３０、 ひ か わ 保 育 園 ☎６２－４１５１
　　　ひかわ幼稚園 ☎62-4151

町内の
保育施設
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⑤災害復旧：家庭が火災、風水害、地震などの災害を受け、その復旧に当たっている
⑥父母が求職中：原則３か月。長期間の求職になる場合は、ハローワークなどの公的な証明が必要
⑦学生など：学校などに在学中、または職業訓練を受けている
⑧虐待・ＤＶ：児童虐待を行っている恐れがあるまたは配偶者からの暴力により、保育が困難である
⑨育児休業：育児休業中で、育児休業にかかる子ども以外の保育が引き続き必要である

◆保育時間の認定
両親の就労時間の状況などで、保育時間の認定を受けます。
①保育標準時間（保育時間が最長で１日１１時間）
　 両親の就労時間が月１２０時間以上、妊娠・出産、災害復旧、虐待・ＤＶなど
②保育短時間（保育時間が最長で１日８時間）
　 両親の就労時間が月１２０時間未満、求職活動中、育児休業中など

◆必要書類
①施設型給付費・地域型保育給付費等支給認定申請書　
②障害者手帳写し、診断書：本人、同居者が障がい者、保護者の病気などで利用希望の人
③雇用（雇用予定）証明書：新規に利用を申請される人と転職などで本年度と状況が変わった人
④課税台帳記載事項証明書：新規に申込みする人で、平成３０年１月２日以降に転入された人

◆結果の通知
2月中旬に保護者あてに通知します。町外保育園を希望されている場合は３月になる場合があります。

◆利用者負担額（保育料）の算定方法
保護者の前年分の住民税所得割額で８月分までの負担額を決定し、９月以降は当年分の住民税所得割額
で負担額を決定します。

◆利用者負担額の納入
口座振替は毎月２５日（金融機関などが休みの場合は翌営業日）です。

◆在園児の場合
現在保育園に入園中で、来年も継続して入園を希望される場合は書類の提出が必要です。１１月上旬に
保育園を通じて、または郵送にて通知します。

◆年度途中の入園申し込み
随時受け付けを行っていますが、原則として申し込み順で認定および利用決定をします。
その他、詳しくは下記お問い合わせ先までご連絡ください。

【お問い合わせ先】　町民環境課 ☎５２-５８５１

公立…常 葉 保 育 所 ☎６２－２２３２
私立…ダーナ保育園 ☎６２－２０１０、 月乃 輪 保 育 園 ☎５２－１５６８
　　　東 光 保 育 園 ☎５２－１８２３、 宮原慈光保育園 ☎６２－４４３５
　　　吉 野 保 育 園 ☎６２－４１３０、 ひ か わ 保 育 園 ☎６２－４１５１
　　　ひかわ幼稚園 ☎62-4151

町内の
保育施設
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　県民の皆さまに人権を身近な問題として考えていただくため、人権フェスティバルを開催します。この機会に
人権について考えてみませんか？ご応募お待ちしています！
◆日　時：１２月２日（日）　１３時～１５時４０分
◆場　所：熊本テルサ１階　テルサホール
◆内　容：・コッコロ隊ステージ
　　　　　・ハートフルコンサート　出演 Hanna　Bunya（はんなぶんや）さん
　　　　　・講演　堀尾　正明さん　演題「はぐくもう！思いやりの心は『ご近所の底力』」
◆申し込み方法（先着５００人まで）

郵便番号、住所、氏名、電話番号、参加希望人数（１件につき３人まで）、このフェスティバルを知ったきっか
けを記入し、ハガキ、FAX、または熊本県人権センターのホームページからご応募ください。

【お問い合わせ・応募先】熊本県人権同和政策課　人権フェスティバル係
　　　　　　　　　　　  〒８６２－８５７０　熊本市中央区水前寺６丁目１８番１号
　                                ☎０９６－３３３－２２９９　FAX：０９６－３８３－１２０６

　人と人がつながりあい、あらゆる差別のない「人権いきいきふるさとづくり」をめざしましょう！子どもからおと
なまで、みなさんぜひご参加ください！

◆日　時：１２月８日（土）　９時３０分～１５時
◆場　所：八代市総合体育館
◆内　容
ステージの部
部落差別をはじめさまざまな人権問題について、人権についての劇や演奏、踊りなどの表現活動を通して、差
別やいじめをなくす

バザー・体験の部
　楽しく気軽に参加できる、人と人との交流の場として食品や物品などのバザー、ものづくりなどの体験コーナー

展示の部
　人権に関する作品やメッセージ、学校や団体の活動や取り組みの紹介

人権パレード
　みんなで一緒にパレードし、人権についてアピールする

【お問い合わせ先】			八代市人権啓発センター（人権政策課）  ☎３０－１７１１
　　　　　　　　　八代市教育委員会学校教育課　☎３０－１６７３
　　　　　　　　　氷川町教育委員会学校教育課　☎６２－３３１３

熊本県人権フェスティバル

２０１８　部落差別をはじめすべての差別をなくす
人権子ども集会フェスティバル inやつしろ
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　県民の皆さまに人権を身近な問題として考えていただくため、人権フェスティバルを開催します。この機会に
人権について考えてみませんか？ご応募お待ちしています！
◆日　時：１２月２日（日）　１３時～１５時４０分
◆場　所：熊本テルサ１階　テルサホール
◆内　容：・コッコロ隊ステージ
　　　　　・ハートフルコンサート　出演 Hanna　Bunya（はんなぶんや）さん
　　　　　・講演　堀尾　正明さん　演題「はぐくもう！思いやりの心は『ご近所の底力』」
◆申し込み方法（先着５００人まで）

郵便番号、住所、氏名、電話番号、参加希望人数（１件につき３人まで）、このフェスティバルを知ったきっか
けを記入し、ハガキ、FAX、または熊本県人権センターのホームページからご応募ください。

【お問い合わせ・応募先】熊本県人権同和政策課　人権フェスティバル係
　　　　　　　　　　　  〒８６２－８５７０　熊本市中央区水前寺６丁目１８番１号
　                                ☎０９６－３３３－２２９９　FAX：０９６－３８３－１２０６

　人と人がつながりあい、あらゆる差別のない「人権いきいきふるさとづくり」をめざしましょう！子どもからおと
なまで、みなさんぜひご参加ください！

◆日　時：１２月８日（土）　９時３０分～１５時
◆場　所：八代市総合体育館
◆内　容
ステージの部
部落差別をはじめさまざまな人権問題について、人権についての劇や演奏、踊りなどの表現活動を通して、差
別やいじめをなくす

バザー・体験の部
　楽しく気軽に参加できる、人と人との交流の場として食品や物品などのバザー、ものづくりなどの体験コーナー

展示の部
　人権に関する作品やメッセージ、学校や団体の活動や取り組みの紹介

人権パレード
　みんなで一緒にパレードし、人権についてアピールする

【お問い合わせ先】			八代市人権啓発センター（人権政策課）  ☎３０－１７１１
　　　　　　　　　八代市教育委員会学校教育課　☎３０－１６７３
　　　　　　　　　氷川町教育委員会学校教育課　☎６２－３３１３

熊本県人権フェスティバル

２０１８　部落差別をはじめすべての差別をなくす
人権子ども集会フェスティバル inやつしろ
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立神峡だより

　「シトラス観光圏」とは、九州の大動脈である国道３号線、九州
自動車道、九州新幹線で繋がり、定住自立圏共生ビジョンを策
定している氷川町、芦北町、八代市において、デコポンや甘夏、
ばんぺいゆなどの柑橘類を圏域全体でプロモ－ションし、あわ
せて観光振興を図るために交流人口と地域における消費の拡
大を目指す地方創生のことです。
　この取り組みの一環として、１０月３日に熊本県立大学の学生
と教授が、素晴らしい環境と景観を誇る立神峡の魅力を引き出
し、観光振興に役立てるために視察に来られました。
　学生の視点で魅力ある立神峡に更に磨きがかかる事を期待し
ながら現況について説明をしました。また、農業体験の一環とし
て、秋の味覚の栗拾いを体験してもらい大喜びしていました。

　１０月４日、ＫＫＴ（くまもと県民テレビ）から秋の立神峡の魅力につい
て取材を受けました。
　夏休みの時は、ＫＡＢ（熊本朝日放送）の番組でお笑いコンビのもっこ
すファイヤ－がカブトムシの取材に来られましたが、続けての取材は立
神峡にとっても嬉しい限りです。
　今回の内容は、１０月２０日のサタデココで放映されました。立神峡の
紅葉スポットということで、樹齢数十年の紅葉を紹介しました。
　雄大な景観と紅葉にマッチする立神峡が、テレビ放映されることに
喜びを感じました。

　この便りがお手元に届く頃には、立神峡も紅葉が始まると
思います。
　立神峡そのものは紅葉が多くないため、スポットは限られて
いますが、それでも他にはない素晴らしいモミジがあり、秋を
彩るにふさわしい風景を醸し出しています。
　現在、紅葉の立神峡にするために植栽にも努力しており、い
つかきっと山全体が紅葉に覆われることを願って活動してい
ます。

　立神峡もひと頃に比べれば、ずいぶん国際的になりつつあります。休みの日には大勢の外国人が来られます。こう
いったことを踏まえて今回、台湾・香港の富裕層をターゲットにホ－ムペ－ジを開設しました。氷川町は文化的にも豊か
で、お茶・着物の着付け・生け花・焼き物・鎧兜の着付けなど外国人から見たら興味のあるものばかりです。まちつくり
酒屋を中心として江戸時代の風情を残す建物でこれらのイベントを開催すれば、その波及効果も相当なものになる
と思います。今後の展開が楽しみです。
　ホームページ ＵＲＬ：https://www.訪日体験. com/c-tategami-camp.html

立神峡公園管理棟 ホームページアドレス
☎ 62-1543  ＦＡＸ62-1546 （8:30～17:30	火曜定休日） http://tategami-camp.com

▲たくさん栗を拾いました！

▲色鮮やかな紅葉

▲テレビで立神峡の魅力を伝えます

シトラス観光圏の一環として立神峡も観光振興に協力

ＫＫＴ（くまもと県民テレビ）から取材を受けました

紅葉が始まりました

台湾と香港の観光客をタ－ゲットにホ－ムペ－ジ開設

【お問い合わせ先】
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新 着 図 書 八
火
図
書
館
だ
よ
り

一般書 児童書
神に守られた島

中脇　初枝／著
世界の歴史大事典

仲林　義浩／監

面従腹背
前川　喜平／著

給食アンサンブル
如月　かずさ／著

「慢性炎症」を抑えなさい
熊沢　義雄／著

なぜ？どうして？
せかいはふしぎ　２年生

学研プラス

土　地球最後のナゾ
100億人を養う土壌を求
めて

藤井　一至／著

手話ではなそう
しゅわしゅわ村のゆかいな
のりもの

くせ　さなえ／作

超微細
美しい昆虫図鑑

レヴォン=ビス／著

世にも不思議なストーリー
５分後に息をのむ

西東社

休館日
月曜・祝日
※詳しくはスタッフに
　お尋ねください。

開館時間
平　日　10時～18時
木　曜　10時～20時
土日曜　10時～17時

【お問い合わせ先】		八火図書館　☎62-3489　http://www.hikawa-lib.jp/info/hakka/
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【お問い合わせ先】氷川町教育委員会　生涯学習課　　☎52-5860
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有
形
文
化
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）

▲まちづくり情報銀行

▲１階は秋山幸二ギャラリー

文化財つれづれ
氷川町内の文化財を紹介するコーナーです。
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大
正
10

年
創
業
の
増
永
組
で
、鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
２
階
建
て
構
造
、外
観

は
玄
関
庇
廻
・
柱
頭
・
窓
回
り
な
ど

に
幾
何
学
パ
タ
ー
ン
の
装
飾
が
見

ら
れ
ま
す
。

井
芹
銀
行
は
、大
銀
行
と
呼
ば

れ
た
中
央
の
銀
行
で
な
く
、地
方
の

大
地
主
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
銀

行
で
あ
り
、ま
た
設
計
・
施
工
も
地

元
の
業
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
と
い

う
点
が
特
徴
の
建
物
で
す
。

【お問い合わせ先】氷川町教育委員会　生涯学習課　　☎52-5860

氷
川
町
ま
ち
づ
く
り
情
報
銀
行（
国
登
録
有
形
文
化
財
）

▲まちづくり情報銀行

▲１階は秋山幸二ギャラリー

文化財つれづれ
氷川町内の文化財を紹介するコーナーです。

〈
旧
井
芹
銀
行
〉

読
書
の
秋
だ
、
本
を
読
も
う
！

　
読
書
週
間（
10
月
27
日
～
11
月

9
日
）の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。72
回
目
と
な
る
今
年
の
読
書

週
間
の
標
語
は『
ホ
ッ
と 

一 

息
本

と 

一 

息
』で
す
。

　
さ
あ
、み
な
さ
ん
も
、八
火
図
書

館
で
ホ
ッ
と 

一 

息
本
と 

一 

息
つ
い

て
み
ま
せ
ん
か
？

読
書
感
想
文
・
感
想
画
の
募
集

　
八
火
図
書
館
で
は
読
書
感
想
文

と
感
想
画
を
募
集
し
ま
す
。指
定

図
書
は
な
く
、読
後
の
感
想
を
作

文
や
絵
で
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

　
小
中
学
校
の
作
品
は
、各
学
校

に
て
実
施
し
ま
す
。幼
児
や
高
校

生
以
上
の
作
品
は
、八
火
図
書
館

に
直
接
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

◆
募
集
期
限
　
12
月
７
日（
金
）

※
原
稿
用
紙
と
募
集
要
項
は
、図

書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。
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ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

女子ハンドボールアジア選手権　熊本開催！

　8 月に開催されたアジア競技大会で、日本代表は 3
位でした。その悔しさをバネに、アジア選手権でのリ
ベンジに燃えています。一緒に大会を盛り上げましょう！
◆開催期間
　11 月 30 日（金）～ 12 月 9 日（日）
◆試合会場
　県立総合体育館、八代市総合体育館、
　山鹿市総合体育館
◆チケット
　大会ホームページに掲載
問 熊本国際スポーツ大会推進事務局　
    ☎０９６－３３３－２５８３

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

飼い主のいない猫の避妊去勢手術費用補助

   「命を大切にし、やさしさあふれる人と動物が共生す
るくまもと」を目指し、飼い主のいない猫の繁殖を防
止するため、避妊去勢手術費用の一部を補助します。
◆補助金額　

オス：  ５，０００円
メス：１０，０００円

◆補助対象者
県内（熊本市を除く）に生息する飼い主のいない猫
を保護し、避妊去勢手術を受けさせ、手術費用の
支払いを行った県内在住の個人または団体
※詳しくはお問い合わせください。

問 八代保健所　衛生環境課　　　　
    ☎３３－３１９８

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

ハラスメント対応特別相談窓口

　あなたが、あなたの家族が職場のハラスメントでつ
らい思いをしていませんか？
　「これくらい我慢しないといけない？」、「外部に相談
したら余計に立場が悪くなるのでは？」
秘密厳守で対応します！まずはご相談ください。
◆開設期間
　１２月２８日（金）まで（土・日祝日を除く）
　８時３０分～１７時１５分
問 熊本労働局雇用環境・均等室
    ☎０９６－３５２－３８６５

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

　 在宅でお仕事をしてみませんか？

　働く時間や移動に制約があり、一般就労が困難な
障がいをお持ちの人、自宅で仕事をしてみませんか？
◆応募資格

障がい者および難病患者などで一般就労が難しい人
◆仕事の内容

入力、デジタル採点データ、デザイン作成などをテ
レワークで行います。
パソコンの貸し出しやスキルアップ訓練を無料（条
件あり）で行います。
詳しくは、お問い合わせください。

問 在宅就労支援事業団　
　☎０９６－２１３－０７０１

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

１２月１日は 「世界エイズデー」 無料・匿名でＨＩＶ検査を実施

　エイズは、ＨＩＶというウイルスに感染しておこる病
気です。全国では毎年約１０００人が新たにＨＩＶの感染
者、約４００人がエイズ患者として報告されています。
早期発見、早期治療につなげるために検査は大切な
機会です。
　感染を心配されている人は、大切な人への感染を
広げないためにもこの機会にぜひＨＩＶ検査を受けま
しょう。
　検査項目など、詳しくはお問い合わせください。
◆期　間　
　毎週木曜日 １３時３０分～１６時
　第３木曜日 １７時～１８時３０分
　※12月3日（月）は13時30分～ 18時30分まで実施
◆場　所
　八代保健所（八代市西片町１６６０）
◆内　容
　血液検査
問 八代保健所（要事前予約）
    ☎３３－３２２９

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

くまもと子ども若者よりそいシンポジウム

　不登校、ひきこもりなど子ども若者の問題について、
「つながり」をテーマに、一緒に考えてみませんか？
◆日　時
　１１月２５日（日）午後１時～
◆会　場
　県民交流館パレアホール
◆参加費
　無料
◆内　容

①講演「つながりをめぐる光と影」
　筑波大学　教授　土井　隆義　氏
②講演「再起可能　言葉でつながる心のきずな」
　熊本放送　アナウンサー　木村　和也　氏

問 県子ども若者総合相談センター　
    ☎０９６－３８７－７０００

募
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ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

統計調査員募集

　統計調査員として登録していただける人を募集します。
　登録しますと、国や自治体が行う国勢調査などの統
計調査の際に、町から依頼があります。
◆仕事の流れ

①統計調査員として登録
②調査の依頼　→　承諾
③調査の説明会
④各家庭又は事業所などへの調査票の配布と回収
⑤調査票をチェックし、提出 

◆報酬
　調査内容に応じて報酬が支払われます。 
◆登録要件

・氷川町内に居住されている人
・責任をもって調査事務を遂行できる人 
・原則満２０歳以上の人
・選挙に直接関係ない人
・法律に規定する徴税吏員
・警察官でない人

問 宮原振興局 総務振興課
　 まちづくり推進係　
    ☎６２－２３１７

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

     ５５歳からのお仕事支援受講者募集

　就職機会の確保を目的として、以下の講習会を開催
します。
◆受講料
　無料
◆対象者
　５5 歳以上でハローワークの求職登録をしている人

講習名 保育補助 パソコンビジネス
期　間 １１月２０日（火）

　　～２２日（木）
１月１７日（木）
　　　～２４日（木）

定　員 １５人 ２０人
締切日 １１月９日（金） １月８日（火）
場　所 ニチイ学館

八代松江教室
宇城市インダスト
リアル研修館

 
　申込方法など、詳しくはお問い合わせください。
問 （公社）熊本県シルバー人材センター連合会
    ☎ ０９６－３１２－３３１０
    FAX０９６－３１２－３３１２

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

　　陸上自衛隊高等工科学校生徒の募集

　陸上自衛隊高等工科学校の生徒になるための願書
の受付を開始します。
①推薦採用試験
◆受験資格
１５歳以上１７歳未満の男子で中学校卒業または中
等教育学校の前期課程修了者で成績優秀かつ生徒
会活動などに顕著な実績があり、学校長が推薦で
きる者
◆受付期間
　１１月１日（木）～３０日（金）
◆試験日
　平成３１年１月５日（土）～７日（月）の１日

②一般採用試験
◆受験資格
　１５歳以上１７歳未満の男子で中学校卒業または中
　等教育学校の前期課程修了者
◆受付期間
　１１月１日（木）～平成３１年１月７日（月）
◆第１次試験日
　平成３１年１月１９日（土）
　※年齢基準日は平成３１年４月１日現在

問 自衛隊熊本地方協力本部八代出張所
    ☎３３－７００１

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

　 地域密着型サービス事業所募集

　第７期介護保険事業計画に基づき、認知症対応型共
同生活介護事業所を整備する事業所を募集します。
◆募集する地域密着型サービス
　認知症対応型共同生活介護（介護予防含む）
◆募集期間
　１１月１日（木）～３０日（金）
◆主な応募資格

・地域密着型サービスを行える法人格を有すること
・整備事業の運営を直接行う事業者であること
・平成３１年度中にサービス提供開始ができること
問 健康福祉課　介護保険係
    ☎５２‐５８５２

募 募

募

募
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ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

女子ハンドボールアジア選手権　熊本開催！

　8 月に開催されたアジア競技大会で、日本代表は 3
位でした。その悔しさをバネに、アジア選手権でのリ
ベンジに燃えています。一緒に大会を盛り上げましょう！
◆開催期間
　11 月 30 日（金）～ 12 月 9 日（日）
◆試合会場
　県立総合体育館、八代市総合体育館、
　山鹿市総合体育館
◆チケット
　大会ホームページに掲載
問 熊本国際スポーツ大会推進事務局　
    ☎０９６－３３３－２５８３

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

飼い主のいない猫の避妊去勢手術費用補助

   「命を大切にし、やさしさあふれる人と動物が共生す
るくまもと」を目指し、飼い主のいない猫の繁殖を防
止するため、避妊去勢手術費用の一部を補助します。
◆補助金額　

オス：  ５，０００円
メス：１０，０００円

◆補助対象者
県内（熊本市を除く）に生息する飼い主のいない猫
を保護し、避妊去勢手術を受けさせ、手術費用の
支払いを行った県内在住の個人または団体
※詳しくはお問い合わせください。

問 八代保健所　衛生環境課　　　　
    ☎３３－３１９８

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

ハラスメント対応特別相談窓口

　あなたが、あなたの家族が職場のハラスメントでつ
らい思いをしていませんか？
　「これくらい我慢しないといけない？」、「外部に相談
したら余計に立場が悪くなるのでは？」
秘密厳守で対応します！まずはご相談ください。
◆開設期間
　１２月２８日（金）まで（土・日祝日を除く）
　８時３０分～１７時１５分
問 熊本労働局雇用環境・均等室
    ☎０９６－３５２－３８６５

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

　 在宅でお仕事をしてみませんか？

　働く時間や移動に制約があり、一般就労が困難な
障がいをお持ちの人、自宅で仕事をしてみませんか？
◆応募資格

障がい者および難病患者などで一般就労が難しい人
◆仕事の内容

入力、デジタル採点データ、デザイン作成などをテ
レワークで行います。
パソコンの貸し出しやスキルアップ訓練を無料（条
件あり）で行います。
詳しくは、お問い合わせください。

問 在宅就労支援事業団　
　☎０９６－２１３－０７０１

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

１２月１日は 「世界エイズデー」 無料・匿名でＨＩＶ検査を実施

　エイズは、ＨＩＶというウイルスに感染しておこる病
気です。全国では毎年約１０００人が新たにＨＩＶの感染
者、約４００人がエイズ患者として報告されています。
早期発見、早期治療につなげるために検査は大切な
機会です。
　感染を心配されている人は、大切な人への感染を
広げないためにもこの機会にぜひＨＩＶ検査を受けま
しょう。
　検査項目など、詳しくはお問い合わせください。
◆期　間　
　毎週木曜日 １３時３０分～１６時
　第３木曜日 １７時～１８時３０分
　※12月3日（月）は13時30分～ 18時30分まで実施
◆場　所
　八代保健所（八代市西片町１６６０）
◆内　容
　血液検査
問 八代保健所（要事前予約）
    ☎３３－３２２９

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

くまもと子ども若者よりそいシンポジウム

　不登校、ひきこもりなど子ども若者の問題について、
「つながり」をテーマに、一緒に考えてみませんか？
◆日　時
　１１月２５日（日）午後１時～
◆会　場
　県民交流館パレアホール
◆参加費
　無料
◆内　容

①講演「つながりをめぐる光と影」
　筑波大学　教授　土井　隆義　氏
②講演「再起可能　言葉でつながる心のきずな」
　熊本放送　アナウンサー　木村　和也　氏

問 県子ども若者総合相談センター　
    ☎０９６－３８７－７０００

募
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ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

統計調査員募集

　統計調査員として登録していただける人を募集します。
　登録しますと、国や自治体が行う国勢調査などの統
計調査の際に、町から依頼があります。
◆仕事の流れ

①統計調査員として登録
②調査の依頼　→　承諾
③調査の説明会
④各家庭又は事業所などへの調査票の配布と回収
⑤調査票をチェックし、提出 

◆報酬
　調査内容に応じて報酬が支払われます。 
◆登録要件

・氷川町内に居住されている人
・責任をもって調査事務を遂行できる人 
・原則満２０歳以上の人
・選挙に直接関係ない人
・法律に規定する徴税吏員
・警察官でない人

問 宮原振興局 総務振興課
　 まちづくり推進係　
    ☎６２－２３１７

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

     ５５歳からのお仕事支援受講者募集

　就職機会の確保を目的として、以下の講習会を開催
します。
◆受講料
　無料
◆対象者
　５5 歳以上でハローワークの求職登録をしている人

講習名 保育補助 パソコンビジネス
期　間 １１月２０日（火）

　　～２２日（木）
１月１７日（木）
　　　～２４日（木）

定　員 １５人 ２０人
締切日 １１月９日（金） １月８日（火）
場　所 ニチイ学館

八代松江教室
宇城市インダスト
リアル研修館

 
　申込方法など、詳しくはお問い合わせください。
問 （公社）熊本県シルバー人材センター連合会
    ☎ ０９６－３１２－３３１０
    FAX０９６－３１２－３３１２

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

　　陸上自衛隊高等工科学校生徒の募集

　陸上自衛隊高等工科学校の生徒になるための願書
の受付を開始します。
①推薦採用試験
◆受験資格
１５歳以上１７歳未満の男子で中学校卒業または中
等教育学校の前期課程修了者で成績優秀かつ生徒
会活動などに顕著な実績があり、学校長が推薦で
きる者
◆受付期間
　１１月１日（木）～３０日（金）
◆試験日
　平成３１年１月５日（土）～７日（月）の１日

②一般採用試験
◆受験資格
　１５歳以上１７歳未満の男子で中学校卒業または中
　等教育学校の前期課程修了者
◆受付期間
　１１月１日（木）～平成３１年１月７日（月）
◆第１次試験日
　平成３１年１月１９日（土）
　※年齢基準日は平成３１年４月１日現在

問 自衛隊熊本地方協力本部八代出張所
    ☎３３－７００１

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

　 地域密着型サービス事業所募集

　第７期介護保険事業計画に基づき、認知症対応型共
同生活介護事業所を整備する事業所を募集します。
◆募集する地域密着型サービス
　認知症対応型共同生活介護（介護予防含む）
◆募集期間
　１１月１日（木）～３０日（金）
◆主な応募資格

・地域密着型サービスを行える法人格を有すること
・整備事業の運営を直接行う事業者であること
・平成３１年度中にサービス提供開始ができること
問 健康福祉課　介護保険係
    ☎５２‐５８５２

募 募

募

募



広報ひかわ 2018.1123

ひかりん

No.157 11月号くらしの情報くらしの情報

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

女性の人権ホットライン

　女性をめぐる様々な人権問題解決を図るための人権
相談活動を強化するため、全国一斉「女性の人権ホッ
トライン」強化週間を実施します。
　相談の内容についての秘密は守られます。
◆期　間
　１１月１２日 ( 月 ) ～１８日 ( 日 ) 
　平日８時３０分～１９時
　土日１０時～１７時　　
◆相談者
　人権擁護委員、法務局職員
◆相談内容
　・夫・パートナーからの暴力
　・ストーカー行為による被害
　・職場などにおけるセクシャルハラスメントなど女性

をめぐる様々な人権問題
◆その他

強化週間以外でも平日の８時３０分～１７時１５分まで
相談に応じます。

問 「女性の人権ホットライン」相談専用電話
    ☎０５７０－０７０－８１０
問 熊本地方法務局人権擁護課
　 ☎０９６－３６４－２１４５（内線４１４）

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

県立青少年の家を利用しませんか？

　小中学校の集団宿泊教室以外でも、子ども会やＰＴ
Ａ行事などで県立青少年の家がご利用いただけます。
恵まれた自然環境の中で体験活動や創作活動などを
体験してみませんか。
　詳しくはお問い合わせください。

問 天草青年の家　　　　
☎０９６９－５６－１６５０
菊池少年自然の家　　
☎０９６８－２７－００６６
豊野少年自然の家　　
☎０９６４－４５－３８５５
あしきた青少年の家　
☎０９６６－８２－３０９２

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

防火もちつき大会

　年末を迎えるにあたり、八代地域の防火の願いを込
め、もちつき大会を実施します。来場者にはつきたて
のおもちを無料でお配りします。
◆日時
　１２月２日 ( 日 )９時～１２時
◆場所
　イオン八代ショッピングセンター
◆内容
　防火もちつき、消防車両展示など
問 八代地域消防本部予防課　
    ☎３２－９２２７

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

高齢者のための職業紹介所

　県内の高齢者のための職業相談や紹介を行います。
お気軽にお越しください。
◆対象者
　概ね５５歳以上
◆相談日
　月・水・金曜日の１０時～１６時
問 （財）熊本さわやか長寿財団
　（八代地域振興局福祉課内）　
    ☎３２－４１４４

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

ひかわの森マルシェ開催

　毎年行っていた氷川学園祭を改め、新しい形での地
域交流イベントとして「ひかわの森マルシェ」を開催し
ます。
◆日時
　１１月１０日（土）１０時３０分～１５時
◆場所
　氷川学園
◆内容

・ステージイベント（八代白百合学園高校吹奏楽部、
NOSAN オールスターズほか）

・飲食店や雑貨などのこだわりショップ
・抽選会
問 社会福祉法人 清流会 氷川学園
　☎５２－４０８１
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ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

忘れてない？サイフにスマホに火の確認

　１１月９日（金）から１５日（木）までの７日間、秋季
全国火災予防運動が展開されます。火の元、火の取
り扱いには十分注意しましょう。
　八代広域行政事務組合消防本部では、自身で設置
や点検が困難な高齢者世帯を対象に住宅用火災警報
器の取付けや点検の支援活動を実施しています。
問 八代広域行政事務組合消防本部予防課
　 ☎３２－９２２７

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

第９回八代広域幼年消防大会

　八代広域管内の幼年消防クラブが一堂に会する幼
年消防大会を開催します。
◆時　間
　１１月１０日（土）９時～１２時
◆場　所
　八代広域行政事務組合消防本部
◆内　容
　幼年消防クラブ演技、放水体験、救助体験、
　はしご車搭乗体験など
問 八代広域行政事務組合消防本部予防課
    ☎３２－９２２７

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

１０/１～１１/３０林業労働災害防止のキャンペーン

　県では、10 月 1 日から 11 月 30 日までを林業労
働災害防止キャンペーン期間としています。
　今年 1 月から 7 月の県内の林業労働災害件数は昨
年と比べて 9 件増加しています。この中には、チェー
ンソー防護衣の着用により防げたものが含まれてお
り、労働災害を減少させるためには作業者の安全意識
の向上が必要です。この機会に作業方法や服装、道
具の整備状況などを点検し、安全な作業につながるよ
う見直しと改善を行いましょう。
　特に、伐木作業におけるかかり木処理は、重篤な労
働災害が発生しやすい作業です。専門の道具やウイン
チ、グラップルを使用するなど、安全な方法で処理し
ましょう。
問 県南広域本部農林水産部林務課
    ☎３２－３５９２

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も

　熊本県の最低賃金が１０月１日から時間額７６２円に改
定されました。
　この最低賃金は、県内すべての事業所、労働者に
適用されます。
　詳しくはお問い合わせ下さい。
問 熊本県労働局労働基準部賃金室　
     ☎０９６‐３５５‐３２０２

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

図柄入りナンバープレート交付

　くまモンがデザインされた熊本版図柄入りナンバー
プレートが、交付されています。
　詳しくは、図柄ナンバーＨＰまたは下記窓口から申し
込み下さい。
◆交付手数料
　中板：　８，４００円　　
　大板：１２，５００円
◆寄付金
　千円以上（フルカラー希望の場
　合に必要）
◆ＨＰ
　https://www.graphicnumber.jp/html/　
　GKAA0101.html
問 熊本運輸支局　
    ☎０５０－５５４０－２０８６
問 軽自動車検査協会熊本事務所　
    ☎０５０－３８１６－１７５８

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

ありがとうございます「ふるさと氷川応援寄附金」

　「氷川町のために役立ててください」と、ふるさと
氷川応援寄附金（ふるさと納税）をいただきました。
　皆さまのご厚意による寄附は、町の発展のために有
意義に活用していきます。
【寄附いただいた皆さま】（平成 30 年 9 月受付分）

※掲載の承諾をいただいた人のみ掲載しています。
○梅田　多一　様（神奈川県）
〇佐竹　俊介　様（大阪府）
〇田崎　稔　　様（鹿児島県）

問 企画財政課　財政係
    ☎５２－５８５０
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ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

女性の人権ホットライン

　女性をめぐる様々な人権問題解決を図るための人権
相談活動を強化するため、全国一斉「女性の人権ホッ
トライン」強化週間を実施します。
　相談の内容についての秘密は守られます。
◆期　間
　１１月１２日 ( 月 ) ～１８日 ( 日 ) 
　平日８時３０分～１９時
　土日１０時～１７時　　
◆相談者
　人権擁護委員、法務局職員
◆相談内容
　・夫・パートナーからの暴力
　・ストーカー行為による被害
　・職場などにおけるセクシャルハラスメントなど女性

をめぐる様々な人権問題
◆その他

強化週間以外でも平日の８時３０分～１７時１５分まで
相談に応じます。

問 「女性の人権ホットライン」相談専用電話
    ☎０５７０－０７０－８１０
問 熊本地方法務局人権擁護課
　 ☎０９６－３６４－２１４５（内線４１４）

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

県立青少年の家を利用しませんか？

　小中学校の集団宿泊教室以外でも、子ども会やＰＴ
Ａ行事などで県立青少年の家がご利用いただけます。
恵まれた自然環境の中で体験活動や創作活動などを
体験してみませんか。
　詳しくはお問い合わせください。

問 天草青年の家　　　　
☎０９６９－５６－１６５０
菊池少年自然の家　　
☎０９６８－２７－００６６
豊野少年自然の家　　
☎０９６４－４５－３８５５
あしきた青少年の家　
☎０９６６－８２－３０９２

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

防火もちつき大会

　年末を迎えるにあたり、八代地域の防火の願いを込
め、もちつき大会を実施します。来場者にはつきたて
のおもちを無料でお配りします。
◆日時
　１２月２日 ( 日 )９時～１２時
◆場所
　イオン八代ショッピングセンター
◆内容
　防火もちつき、消防車両展示など
問 八代地域消防本部予防課　
    ☎３２－９２２７

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

高齢者のための職業紹介所

　県内の高齢者のための職業相談や紹介を行います。
お気軽にお越しください。
◆対象者
　概ね５５歳以上
◆相談日
　月・水・金曜日の１０時～１６時
問 （財）熊本さわやか長寿財団
　（八代地域振興局福祉課内）　
    ☎３２－４１４４

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

ひかわの森マルシェ開催

　毎年行っていた氷川学園祭を改め、新しい形での地
域交流イベントとして「ひかわの森マルシェ」を開催し
ます。
◆日時
　１１月１０日（土）１０時３０分～１５時
◆場所
　氷川学園
◆内容

・ステージイベント（八代白百合学園高校吹奏楽部、
NOSAN オールスターズほか）

・飲食店や雑貨などのこだわりショップ
・抽選会
問 社会福祉法人 清流会 氷川学園
　☎５２－４０８１
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ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

忘れてない？サイフにスマホに火の確認

　１１月９日（金）から１５日（木）までの７日間、秋季
全国火災予防運動が展開されます。火の元、火の取
り扱いには十分注意しましょう。
　八代広域行政事務組合消防本部では、自身で設置
や点検が困難な高齢者世帯を対象に住宅用火災警報
器の取付けや点検の支援活動を実施しています。
問 八代広域行政事務組合消防本部予防課
　 ☎３２－９２２７

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

第９回八代広域幼年消防大会

　八代広域管内の幼年消防クラブが一堂に会する幼
年消防大会を開催します。
◆時　間
　１１月１０日（土）９時～１２時
◆場　所
　八代広域行政事務組合消防本部
◆内　容
　幼年消防クラブ演技、放水体験、救助体験、
　はしご車搭乗体験など
問 八代広域行政事務組合消防本部予防課
    ☎３２－９２２７

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

１０/１～１１/３０林業労働災害防止のキャンペーン

　県では、10 月 1 日から 11 月 30 日までを林業労
働災害防止キャンペーン期間としています。
　今年 1 月から 7 月の県内の林業労働災害件数は昨
年と比べて 9 件増加しています。この中には、チェー
ンソー防護衣の着用により防げたものが含まれてお
り、労働災害を減少させるためには作業者の安全意識
の向上が必要です。この機会に作業方法や服装、道
具の整備状況などを点検し、安全な作業につながるよ
う見直しと改善を行いましょう。
　特に、伐木作業におけるかかり木処理は、重篤な労
働災害が発生しやすい作業です。専門の道具やウイン
チ、グラップルを使用するなど、安全な方法で処理し
ましょう。
問 県南広域本部農林水産部林務課
    ☎３２－３５９２

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

必ずチェック最低賃金！使用者も、労働者も

　熊本県の最低賃金が１０月１日から時間額７６２円に改
定されました。
　この最低賃金は、県内すべての事業所、労働者に
適用されます。
　詳しくはお問い合わせ下さい。
問 熊本県労働局労働基準部賃金室　
     ☎０９６‐３５５‐３２０２

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

図柄入りナンバープレート交付

　くまモンがデザインされた熊本版図柄入りナンバー
プレートが、交付されています。
　詳しくは、図柄ナンバーＨＰまたは下記窓口から申し
込み下さい。
◆交付手数料
　中板：　８，４００円　　
　大板：１２，５００円
◆寄付金
　千円以上（フルカラー希望の場
　合に必要）
◆ＨＰ
　https://www.graphicnumber.jp/html/　
　GKAA0101.html
問 熊本運輸支局　
    ☎０５０－５５４０－２０８６
問 軽自動車検査協会熊本事務所　
    ☎０５０－３８１６－１７５８

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

ありがとうございます「ふるさと氷川応援寄附金」

　「氷川町のために役立ててください」と、ふるさと
氷川応援寄附金（ふるさと納税）をいただきました。
　皆さまのご厚意による寄附は、町の発展のために有
意義に活用していきます。
【寄附いただいた皆さま】（平成 30 年 9 月受付分）

※掲載の承諾をいただいた人のみ掲載しています。
○梅田　多一　様（神奈川県）
〇佐竹　俊介　様（大阪府）
〇田崎　稔　　様（鹿児島県）

問 企画財政課　財政係
    ☎５２－５８５０



広報ひかわ 2018.1125

ひかりん

No.157 11月号くらしの情報くらしの情報

【お問い合わせ先】　建設下水道課　☎52–5856

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

 道路工事を行うため、交通規制を行います。近隣住民の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、ご協力を
お願いします。

工事期間：平成 31 年 3 月 8 日まで

工事期間：平成 31 年 2 月 12 日まで

工事期間：平成 31 年 2 月 12 日まで

工事期間：平成 31 年 2 月 15 日まで

工事期間：平成 31 年 3 月 15 日まで

工事期間：平成 31 年 3 月 20 日まで

全面通行止め

栫

全面通行止め

新田

全面通行止め

新村

全面通行止め

新村

全面通行止め

今

全面通行止め

沖塘

道路工事のお知らせ

広報ひかわ 2018.11 24

ひかりん

No.157 11月号くらしの情報くらしの情報

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

　いつまでも健康な生活を続けるためには、日々の運動が欠かせません。何か運動を始めたい人、健
診で運動を勧められた人、介護の予防が気になる人など、まずは週１回教室に参加し、運動習慣を身に
つけませんか？運動が苦手な人も専門のスタッフがサポートするので安心です。楽しく健康づくりを
始めましょう。まずはご相談下さい！

対　象 ６５～７４歳 ７５歳以上

日　時 毎週火曜日
１３時３０分～１５時３０分

毎週月・木曜日
９時３０分～１１時３０分

毎週火曜日
９時３０分～１１時３０分

場　所 宮原福祉センター 健康センター
※送迎あり（要相談） 宮原福祉センター

※原則６カ月のコースとなります。現在の運動レベルによっては、上記以外の教室
にご案内する場合もあります。

◆費　用
　１回あたり１００円（室内シューズ、飲み物、タオルなどはご持参下さい）
◆申込み
　健康福祉課介護保険係または氷川町地域包括支援センター
　※申込みは随時受け付けておりますが、教室参加は月初めからとなります。
　　また、各教室定員があるため、先着順となります。
【お問い合わせ先】		健康福祉課　介護保険係　☎５２－５８５２

健康教室に参加しませんか？

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

　「地域包括ケアシステム」とは、病気や要介護状態になっても、住み慣れた自宅や地域で自分らしい暮らしを
人生の最期まで続けることができるよう、「住まい・医療・介護・予防・生活支援」が一体的に提供される仕組み
のことです。
　今回は特に「医科、歯科の連携」について、医師、歯科医師、それぞれの立場からお話をしていただきます。
身体とお口は密接に関わっています。それぞれの分野を知ることで、生活の質（QOL）を高めるきっかけにし
てみませんか？
◆日　時
　１２月１日（土）１３時３０分開場  １４時開演
◆場　所
　八代市鏡文化センター　
　八代市鏡町内田４６８番地１　鏡支所南側　☎５２－１１１４
◆テーマ
　『やつしろの医科・歯科連携』 
　～生活の質（QOL）を高めるために～
≪座長≫　 八代市医師会理事　森崎　哲朗　先生
◆講　演
　八代歯科医師会理事　高野　明夫　先生
    八代市医師会理事　久野　泰嗣　先生
問 八代地域在宅医療・介護連携支援センター
　 （八代市健康福祉部健康福祉政策課内） ☎３３－４６８２

地域包括ケア推進住民講演会

無料
申し込み不要
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ごみの減量化に ご協力ください。

11
2018

毎月11日は人権を確かめあう日です
毎月15日は氷川町交通安全の日です
毎月15日はあいさつ運動一斉行動の日です ひかりん

子どもカレンダー
○母子健康手帳交付
　毎週月曜
　5日、12日、19日、26日
　8時30分～12時  健康センター
○1歳6ヶ月児健診
　（対象：H29.4～5月生）20日（火）健康センター
○4・7ヶ月児健診
　（対象：H30.7月生、H30.4月生）
　27日（火）　健康センター

福祉センター休館日
♠竜北福祉センター
　5日・12日・18日・19日・26日
♠宮原福祉センター
　4日・11日・18日・25日

休
館
日

C a l e n d a r

休日在宅医
	３日	 外科 	黒田耳鼻咽喉科医院 ☎52-8787
  内科  和田内科医院　　 ☎52-1860
	４日	 外科 	よかと整形外科リウマチクリニック ☎46-8110
  内科  緒方内科医院　　 ☎62-2013
  外科 	峯苫医院　　　　 ☎45-2127
１１日	外科 	荒木皮ふ科医院　 ☎52-8777
　　 内科  保田医院　　　　 ☎52-0037
１８日	眼科 	松村眼科医院　　 ☎52-0131
　　 内科  前田内科医院　　 ☎52-1310
２３日	外科 	井上医院　　　　 ☎65-2121
　  内科  松本医院　　　　 ☎52-0330
２５日	外科 	福田外科整形外科クリニック☎52-0840
  内科  尾田内科医院　　 ☎52-8011
  内科 横田診療所　　　 ☎67-2010

※休日在宅医院は都合により変更になる場合が
あります。

　問八代北部地域医療センター ☎62-2212

休日救急歯科診療
日曜日、祝祭日に急な歯の痛みなど
緊急時の歯科治療を行います。
　◆場　所　
　　八代歯科医師会口腔保健センター
　◆時　間　10時～16時
  問 ☎31-8020

木 1
金 2

土 3 文化の日
生  氷川町文化祭　9 時～ 17 時　文化センター・竜北体育センター

日 4 生  氷川町文化祭　9 時～ 16 時　文化センター・竜北体育センター
　　文化講演会　 13 時開場　      文化センター

月 5
火 6
水 7
木 8

金 9 総  消防団非常招集訓練
農委  農業委員会総会　13 時 30 分～　役場災害対策室

土 10
日 11
月 12 税  住民税特徴納期・口座振替日

火 13
水 14 総  消費生活相談会　10 時～ 17 時　役場相談室

木 15
金 16 総  弁護士法律相談会　13 時 30 分～ 16 時　宮原福祉センター

土 17

日 18 町環  資源物分別収集日（リサイクル）
総  氷川町健康づくり大会　13 時～　文化センター

月 19
火 20
水 21
木 22 農委  農地法申請締切

金 23 勤労感謝の日

土 24
日 25

月 26
税 集合税納期日・口座振替日
健 400ml 献血　 9 時 30 分～ 12 時　道の駅竜北
　　　　　　　　13 時 40 分～ 16 時　宮原振興局

火 27
水 28
木 29
金 30

ひかりん
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ごみの減量化に ご協力ください。

11
2018

毎月11日は人権を確かめあう日です
毎月15日は氷川町交通安全の日です
毎月15日はあいさつ運動一斉行動の日です ひかりん

　「伝言板」は、町民の皆さま（個人・団体）が非営利（宗教・
政治・営業を除く）で行う文化・学習・スポーツ・まちづくり
などのさまざまな活動の情報を掲載するコーナーです。
　掲載を希望される人は、前月の8日までに氷川町役
場総務課（☎52-7111）へお申し込みください。なお、都
合により掲載できない場合もございます。

※「ひとのうごき」への掲載を希望される人は、町民環境課または、
宮原振興局 総務振興課へ「掲載依頼書」を提出してください。  

　問 町民環境課 戸籍住民係　☎52-5851

■ すこやかに

■ おしあわせに

■ やすらかに

■ 人口（前月比）　（平成30年9月30日現在）

男　性 5,549人 （－7)
女　性 6,409人 （＋7）
総　数 11,958人 （±0）
世帯数 4,506世帯 （－2）

9月30日現在 火　災 救　急
氷川町 6 544

■ 氷川町の火災・救急件数（Ｈ30年1月からの累計）

9月30日現在 件　数 死　者 傷　者
熊本県内 3,471 38 4,447
氷川町 27 0 50

■ 熊本県内の交通事故件数・死傷者数（Ｈ30年1月からの累計）

死亡日 氏名 行政区
9/ 2 平野　繁喜 （東網道）
9/ 4 前田　一彌 （高塚）
9/ 4 石橋　節子 （東上宮）
9/11 永田　政道 （東網道）
9/14 大嶋　司 （下宮）
9/18 井田　隆 （やすらぎ荘）
9/19 赤星　久子 （沖塘）
9/22 河野　 美子 （北鹿野）
9/23 松浦　マツヨ （新田）
9/26 久保田　キメ （栫）
9/26 日和田アキエ （沖塘）

届出日 夫の氏名 行政区 妻の名 行政区
9/8 八木田　聖 西野津 賀久　紗朱 八代市
9/13 城本　聖樹 八代市 緒方　聖華 河　原
9/13 谷口　光輝 桜ケ丘 別當　奈緒 宇城市
9/13 今田雄一郎 新村北 田河　美保 宮　園

出生日 氏名 父の名 母の名 行政区

8/24 中
な か の

野　恵
け い た

太 耕輔 志保 原　田
8/28 森

も り た
田　稀

れ あ と
翔 雄基 みゆき 東上宮

8/28 松
まつもと

本　実
み は な

華 真次朗 明子 吉　本
8/28 松

まつもと
本　茉

ま は な
華 真次朗 明子 吉　本

9/6 村
むらざき

﨑　　凛
りん

哲英 麻優美 北鹿野
9/8 髙

たかおか
岡　光

みつおき
興 宏光 千草 中大野

9/11 中
なかしま

島尚
しょうのすけ

之介 英輝 容子 北鹿野
9/19 植

う え だ
田　澪

み お
央 卓弥 茜 下鹿島

9/21 中
なかがわ

川　惺
せ り

莉 凜 島　地
9/22 松

ま つ だ
田　燈

ひ よ り
依 祐二 貴美代 新村南

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

帯で創るバッグ作品展

　出番がなくなった帯に、新たな息吹を吹き込もうという
思いでリメイクした作品を展示します。
　帯の素材、色柄をいかした和洋どちらにも合うバッグです。
　皆さんのお越しをお待ちしております。

▼日　時　１１月７日（水）～１１月１６日（金）
　　　　　１０時～１７時
　　　　　※月曜日・祝日は閉館

▼場　所　まちつくり酒屋（宮原振興局前）
問 まちつくり酒屋　☎ 53‐5550 

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

田上利子押し花作品展

　このたび、趣味で始めた押し花を多くの皆さまの温かい
声援に励まされ、展示することにいたしました。
　まだまだ未熟ですが、これからも素晴らしい仲間ととも
に多くの作品を作り、精進していこうと思っています。
　また、今回の作品展をとおして多くの皆さまと感動を共
有できればと考えます。
　皆さんのお越しをお待ちしております。

▼日　時　１１月１７日(土)～３０日(金)
　　　　　１０時～１７時
　　　　　※月曜日・祝日は閉館

▼場　所　まちつくり酒屋(宮原振興局前)
問 まちつくり酒屋　☎５３－５５５０ 　

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

氷川愛ラン会花の展示会

　平成３０年度の氷川愛ラン会花の展示会を開催します。
今回は約１００点の出品を予定しています。皆さんのお気軽
にお越しください。
　また、会員も随時募集しています。詳しくはお問い合わ
せください。

▼日　時　１１月１５日(木)　１０時～２１時
　　　　　　　１６日(金)　　９時～１６時

▼場　所　竜北福祉センター研修室
問 氷川愛ラン会事務局　勝枝　☎６２－３４０８ 

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う
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ごみの減量化に ご協力ください。

11
2018

毎月11日は人権を確かめあう日です
毎月15日は氷川町交通安全の日です
毎月15日はあいさつ運動一斉行動の日です ひかりん

子どもカレンダー
○母子健康手帳交付
　毎週月曜
　5日、12日、19日、26日
　8時30分～12時  健康センター
○1歳6ヶ月児健診
　（対象：H29.4～5月生）20日（火）健康センター
○4・7ヶ月児健診
　（対象：H30.7月生、H30.4月生）
　27日（火）　健康センター

福祉センター休館日
♠竜北福祉センター
　5日・12日・18日・19日・26日
♠宮原福祉センター
　4日・11日・18日・25日

休
館
日

C a l e n d a r

休日在宅医
	３日	 外科 	黒田耳鼻咽喉科医院 ☎52-8787
  内科  和田内科医院　　 ☎52-1860
	４日	 外科 	よかと整形外科リウマチクリニック ☎46-8110
  内科  緒方内科医院　　 ☎62-2013
  外科 	峯苫医院　　　　 ☎45-2127
１１日	外科 	荒木皮ふ科医院　 ☎52-8777
　　 内科  保田医院　　　　 ☎52-0037
１８日	眼科 	松村眼科医院　　 ☎52-0131
　　 内科  前田内科医院　　 ☎52-1310
２３日	外科 	井上医院　　　　 ☎65-2121
　  内科  松本医院　　　　 ☎52-0330
２５日	外科 	福田外科整形外科クリニック☎52-0840
  内科  尾田内科医院　　 ☎52-8011
  内科 横田診療所　　　 ☎67-2010

※休日在宅医院は都合により変更になる場合が
あります。

　問八代北部地域医療センター ☎62-2212

休日救急歯科診療
日曜日、祝祭日に急な歯の痛みなど
緊急時の歯科治療を行います。
　◆場　所　
　　八代歯科医師会口腔保健センター
　◆時　間　10時～16時
  問 ☎31-8020

木 1
金 2

土 3 文化の日
生  氷川町文化祭　9 時～ 17 時　文化センター・竜北体育センター

日 4 生  氷川町文化祭　9 時～ 16 時　文化センター・竜北体育センター
　　文化講演会　 13 時開場　      文化センター

月 5
火 6
水 7
木 8

金 9 総  消防団非常招集訓練
農委  農業委員会総会　13 時 30 分～　役場災害対策室

土 10
日 11
月 12 税  住民税特徴納期・口座振替日

火 13
水 14 総  消費生活相談会　10 時～ 17 時　役場相談室

木 15
金 16 総  弁護士法律相談会　13 時 30 分～ 16 時　宮原福祉センター

土 17

日 18 町環  資源物分別収集日（リサイクル）
総  氷川町健康づくり大会　13 時～　文化センター

月 19
火 20
水 21
木 22 農委  農地法申請締切

金 23 勤労感謝の日

土 24
日 25

月 26
税 集合税納期日・口座振替日
健 400ml 献血　 9 時 30 分～ 12 時　道の駅竜北
　　　　　　　　13 時 40 分～ 16 時　宮原振興局

火 27
水 28
木 29
金 30

ひかりん
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ごみの減量化に ご協力ください。

11
2018

毎月11日は人権を確かめあう日です
毎月15日は氷川町交通安全の日です
毎月15日はあいさつ運動一斉行動の日です ひかりん

　「伝言板」は、町民の皆さま（個人・団体）が非営利（宗教・
政治・営業を除く）で行う文化・学習・スポーツ・まちづくり
などのさまざまな活動の情報を掲載するコーナーです。
　掲載を希望される人は、前月の8日までに氷川町役
場総務課（☎52-7111）へお申し込みください。なお、都
合により掲載できない場合もございます。

※「ひとのうごき」への掲載を希望される人は、町民環境課または、
宮原振興局 総務振興課へ「掲載依頼書」を提出してください。  

　問 町民環境課 戸籍住民係　☎52-5851

■ すこやかに

■ おしあわせに

■ やすらかに

■ 人口（前月比）　（平成30年9月30日現在）

男　性 5,549人 （－7)
女　性 6,409人 （＋7）
総　数 11,958人 （±0）
世帯数 4,506世帯 （－2）

9月30日現在 火　災 救　急
氷川町 6 544

■ 氷川町の火災・救急件数（Ｈ30年1月からの累計）

9月30日現在 件　数 死　者 傷　者
熊本県内 3,471 38 4,447
氷川町 27 0 50

■ 熊本県内の交通事故件数・死傷者数（Ｈ30年1月からの累計）

死亡日 氏名 行政区
9/ 2 平野　繁喜 （東網道）
9/ 4 前田　一彌 （高塚）
9/ 4 石橋　節子 （東上宮）
9/11 永田　政道 （東網道）
9/14 大嶋　司 （下宮）
9/18 井田　隆 （やすらぎ荘）
9/19 赤星　久子 （沖塘）
9/22 河野　 美子 （北鹿野）
9/23 松浦　マツヨ （新田）
9/26 久保田　キメ （栫）
9/26 日和田アキエ （沖塘）

届出日 夫の氏名 行政区 妻の名 行政区
9/8 八木田　聖 西野津 賀久　紗朱 八代市
9/13 城本　聖樹 八代市 緒方　聖華 河　原
9/13 谷口　光輝 桜ケ丘 別當　奈緒 宇城市
9/13 今田雄一郎 新村北 田河　美保 宮　園

出生日 氏名 父の名 母の名 行政区

8/24 中
な か の

野　恵
け い た

太 耕輔 志保 原　田
8/28 森

も り た
田　稀

れ あ と
翔 雄基 みゆき 東上宮

8/28 松
まつもと

本　実
み は な

華 真次朗 明子 吉　本
8/28 松

まつもと
本　茉

ま は な
華 真次朗 明子 吉　本

9/6 村
むらざき

﨑　　凛
りん

哲英 麻優美 北鹿野
9/8 髙

たかおか
岡　光

みつおき
興 宏光 千草 中大野

9/11 中
なかしま

島尚
しょうのすけ

之介 英輝 容子 北鹿野
9/19 植

う え だ
田　澪

み お
央 卓弥 茜 下鹿島

9/21 中
なかがわ

川　惺
せ り

莉 凜 島　地
9/22 松

ま つ だ
田　燈

ひ よ り
依 祐二 貴美代 新村南

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

帯で創るバッグ作品展

　出番がなくなった帯に、新たな息吹を吹き込もうという
思いでリメイクした作品を展示します。
　帯の素材、色柄をいかした和洋どちらにも合うバッグです。
　皆さんのお越しをお待ちしております。

▼日　時　１１月７日（水）～１１月１６日（金）
　　　　　１０時～１７時
　　　　　※月曜日・祝日は閉館

▼場　所　まちつくり酒屋（宮原振興局前）
問 まちつくり酒屋　☎ 53‐5550 

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

田上利子押し花作品展

　このたび、趣味で始めた押し花を多くの皆さまの温かい
声援に励まされ、展示することにいたしました。
　まだまだ未熟ですが、これからも素晴らしい仲間ととも
に多くの作品を作り、精進していこうと思っています。
　また、今回の作品展をとおして多くの皆さまと感動を共
有できればと考えます。
　皆さんのお越しをお待ちしております。

▼日　時　１１月１７日(土)～３０日(金)
　　　　　１０時～１７時
　　　　　※月曜日・祝日は閉館

▼場　所　まちつくり酒屋(宮原振興局前)
問 まちつくり酒屋　☎５３－５５５０ 　

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

氷川愛ラン会花の展示会

　平成３０年度の氷川愛ラン会花の展示会を開催します。
今回は約１００点の出品を予定しています。皆さんのお気軽
にお越しください。
　また、会員も随時募集しています。詳しくはお問い合わ
せください。

▼日　時　１１月１５日(木)　１０時～２１時
　　　　　　　１６日(金)　　９時～１６時

▼場　所　竜北福祉センター研修室
問 氷川愛ラン会事務局　勝枝　☎６２－３４０８ 

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う

ひとのうごきひとのうごきひとのうごきひとのうごき

だよりけ ん こ う
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氷川町に住む11月で１歳になるアイドルをご紹介します！

いい顔
できたよぉ～♥

このコーナーでは、お子さまの写真を紹介してくれる人を募集しています！詳しくは氷川町ホー
ムページをご覧いただくか、お問い合わせください。次回は12月生まれのアイドルたちを紹介
します！（締切日：11月8日（木））　お問い合わせ先：氷川町役場　総務課　☎0965-52-7111

山田 椛暖ちゃん（中網道）
平成29年11月14日 生まれ

お父さん：将司さん
お母さん：香奈子さん 　

やまだ　    か   の　

●まちのホットライン

氷 川 町 役 場

総務課                    総 52-7111

企画財政課            企財 52-5850

町民環境課            町環 52-5851

健康福祉課              健 52-5852

健康センター（保健師）健保 52-7154

税務課                    税 52-5853

農業振興課            農振 52-5854

農地整備課            農整  52-5855

建設下水道課 建設係 建 52-5856

建設下水道課 下水道係 下 52-5862

出納室                    出 52-5857

議会事務局              議 52-5858

農業委員会            農委 52-5861

宮 原 振 興 局

総務振興課            総振 62-2311

まちづくり推進課      ま 62-2317

商工観光課              商 62-2315

教 育 委 員 会

学校教育課              学 62-3313

生涯学習課              生 52-5860

学校給食協同調理場  給 52-6202

社 会 福 祉 協 議

氷川町社会福祉協議会 社協 52-5075

竜北福祉センター 52-5121

地域包括支援センター 62-3456

宮原福祉センター 62-3456

地域支え合いセンター 52-5335

警 察・消 防

氷川機動センター 62-4110

鏡消防署　氷川分署 46-9111


